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目

次

は

じ

め

に

第
一
章
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理

第
一
節
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
判
例
法
理
の
変
遷

第
一
款
私
法
上
の
労
働
契
約
関
係
か
ら
公
法
上
の
契
約
関
係
へ

第
二
款
ミ
ネ
ー
ル
判
決
に
お
け
る
法
令
規
律
原
理
の
確
立

第
二
節
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
学
説
の
展
開

第
一
款
公
法
契
約
関
係
説

第
二
款
法
令
規
律
関
係
説

第
三
款
契
約
関
係
の
官
公
吏
と
法
令
規
律
関
係
の
官
公
吏
と
の
区
別
説
（
以
上
、
本
号
）

第
三
節
第
三
共
和
政
期
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
た
官
公
吏
関
係
論
の
検
討

第
一
款
官
公
吏
に
対
す
る
規
制
の
必
要
性

第
二
款
官
公
吏
に
対
す
る
保
障
の
必
要
性

第
三
款
協
定
に
関
す
る
議
論
の
不
在

第
四
節
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
期
以
降
に
お
け
る
法
令
規
律
原
理
の
展
開

第
一
款
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
期
と
第
四
共
和
政
期
に
お
け
る
法
令
規
律
原
理
の
法
定
化

第
二
款
第
五
共
和
政
期
に
お
け
る
法
令
規
律
原
理
の
継
受

第
二
章
労
働
者
参
加
原
理

第
一
節
第
四
共
和
政
憲
法
制
定
当
時
の
議
論

奥

フ
ラ
ン
ス
公
務
員
参
加
法
に
お
け
る
基
本
原
理

|
|
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理
と
労
働
者
参
加
原
理
I

(-) 

忠

憲
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第
一
款
憲
法
制
定
国
民
議
会
に
お
け
る
議
論

第
二
款
社
会
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論

第
三
款
利
益
代
表
者
の
知
見

第
二
節
労
働
法
に
お
け
る
法
制
度
と
憲
法
院
判
決

第

一

款

法

制

度

第

二

款

憲

法

院

判

決

第
三
節
公
務
員
法
に
お
け
る
法
制
度
と
憲
法
院
判
決

第

一

款

法

制

度

第

二

款

憲

法

院

判

決

わ

り

に

本
稿
は
、
官
公
吏
の
権
利
義
務
や
勤
務
条
件
等
を
法
令
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理
、
及
び
、
公
務
員
を

含
め
た
労
働
者
が
自
ら
の
権
利
義
務
や
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
決
定
の
過
程
に
参
加
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
労
働
者
参
加
原
理
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
過
程
に
対
す
る
公
務
員
の
参
加
を
保
障
す
る
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
参
加
法
に
お
け
る
基
本
原
理
の
内
容
を
考
察
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
の
日
本
で
は
、
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
措
置
（
第
―
二
条
）
を
政
府
に
求
め
る
二

0
0
八
年
の
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法

（
平
成
二

0
年
六
月
一
三
日
法
律
第
六
八
号
）
や
、
こ
れ
を
受
け
て
二

0
1
―
年
に
提
出
さ
れ
、
公
務
員
に
協
約
締
結
権
を
認
め
る
こ
と
（
第
一

三
条
以
下
）
等
を
内
容
と
す
る
「
国
家
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
案
」
（
第
一
七
七
回
通
常
国
会
閣
第
七
五
号
）
等
を
通
し
て
、
公
務

員
の
団
体
交
渉
に
関
す
る
法
制
度
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
憲
法
第
七
三
条
第
四
号
等
に
基
づ
く
勤
務
条
件
法
定
主

義
原
理
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
協
約
締
結
権
を
は
じ
め
と
し
た
憲
法
第
二
八
条
の
労
働
基
本
権
を
公
務
員
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
保
障
す
べ

き
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
議
論
す
る
た
め
に
は
、
勤
務
条
件
法
定
主
義
原
理
と
労
働
基
本
権

お

は

じ

め

に
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他
方
で
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
公
務
員
の
団
体
交
渉
に
関
す
る
法
は
、
「
公
務
員
参
加
法
」

(droit
d
e
 la 
participation 
d
e
 la 
fonction 
publi ,
 

(
2
)

（

3
)
 

q
u
e
)

と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
公
法
学
の
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
近
年
で
は
実
際
に
も
、
こ
の
法
領
域
に
関
す
る
幾
つ
か

(
4
)
 

の
法
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二

0
1
0
年
に
は
、
協
定

(accord)

の
法
制
度
化
、
労
使
交
渉
事
項
の
拡
大
、
労
使
代

表
型
諮
問
機
関
法
制
の
労
使
代
表
同
数
構
成
の
廃
止
等
に
よ
る
公
務
員
代
表
の
権
限
の
実
効
化
や
、
国
家
、
地
方
、
病
院
公
務
員
制
度
に
共

通
す
る
問
題
の
諮
問
を
受
け
る
公
務
員
制
度
共
通
評
議
会

(Conseil
c
o
m
m
u
n
 d
e
 la 
fonction publique)

の
創
設
等
と
い
っ
た
公
務
員
参
加

(5) 

法
制
度
の
改
革
を
内
容
と
す
る
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
法
改
正
は
、
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
六
年
に
か
け
て
制
定
さ
れ
た
現
行
公
務

(
6
)
 

員
法
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
制
定
以
降
で
は
初
め
て
、
そ
こ
に
規
定
さ
れ
た
公
務
員
参
加
法
制
度
を
改
革
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
7
)
 

そ
の
後
、
こ
れ
に
続
く
二

0
一
六
年
の
法
改
正
で
は
、
公
務
員
制
度
共
通
評
議
会
の
管
轄
の
拡
大
を
は
じ
め
と
し
た
幾
つ
か
の
改
革
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
法
制
度
改
革
の
議
論
で
も
、
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理
と
労
働
者
参
加
原
理
と
い
う
基
本
原
理
の
意
義

以
上
の
と
お
り
、
日
仏
と
も
に
、
公
務
員
の
団
体
交
渉
法
制
の
改
革
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
公
務
員
の
勤
務
条

件
等
を
法
定
す
べ
き
と
す
る
要
請
と
、
そ
の
決
定
過
程
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
公
務
員
の
権
利
利
益
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
参
加
原
理
は
、
後
記
の
と
お
り
、
第
四
共
和
政
憲
法
前
文
第
八
段
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
憲
法
上
の
原

理
で
あ
り
、
憲
法
院
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
効
力
も
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
公
務
労
使
関
係
に
お
け

(8) 

る
「
労
働
者
利
益
の
憲
法
上
の
位
置
づ
け
は
弱
い
」
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
法
や
ド
イ
ツ
法
と
は
異
な
り
、
労
働
基
本
権
が
憲
法
第
二
八
条
に

明
記
さ
れ
て
い
る
日
本
法
に
よ
り
近
い
状
況
に
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
国
の
状
況
に
は
類
似
点
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

唆
は
少
な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。

の
意
義
を
考
察
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
公
務
員
参
加
法
の
研
究
か
ら
得
る
こ
と
の
で
き
る
示

フ
ラ
ン
ス
公
務
員
参
加
法
の
基
本
原
理
で
あ
る
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理
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わ
り
に
）
。

（
第
一
章
）
と
労
働
者
参
加
原
理
（
第
二
章
）
を
検
討
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
得
る
こ
と
の
で
き
る
示
唆
を
明
ら
か
に
す
る
（
お

(1)

こ
の
法
案
は
そ
の
後
も
、
第
一
七
七
ー
一
八
一
回
国
会
、
第
一
八
三
回
国
会
（
第
一
八
三
回
通
常
国
会
参
第
ニ
―
号
）
、
第
一
八
五
ー
一
八
六
回
国
会
（
第
一
八
五
回
臨

時
国
会
衆
第
一
七
号
）
、
第
一
九

0
|
―
九
四
回
国
会
（
第
一
九
0
回
通
常
国
会
衆
第
一
四
号
）
で
審
議
さ
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
可
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

(2)

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
「
官
公
吏

(fonctionnaire
、
又
は
、
品

gt
 public 
titulaire)
」
と
「
公
務
員
（
品
ent
public)
」
と
い
う
用
語
を
区
別
し
て
用
い
る
こ
と
と
す

る
。
前
者
の
「
官
公
吏
」
は
、
任
官
処
分

(gularisation)
を
経
て
任
官
さ
れ
、
も
れ
な
く
公
法
上
の
法
令
に
よ
り
行
政
当
局
と
の
関
係
を
規
律
さ
れ
る
職
員
を
指
し
て

お
り
、
そ
の
一
方
で
、
後
者
の
「
公
務
員
」
は
、
「
官
公
吏
」
に
加
え
、
「
非
正
規
（
非
官
公
吏
）
公
務
員
（
品
ent
public n
o
n
 titulaiJ・e
(agent public n
o
n
 fonction ,
 

R
 lire))
」
、
す
な
わ
ち
、
任
官
処
分
を
受
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公
法
上
の
法
令
や
契
約
に
よ
り
規
律
さ
れ
、
行
政
当
局
と
の
関
係
が
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
こ
と

に
な
る
職
員
を
も
含
め
た
概
念
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
品

gt
 public
と
し
て
の
公
務
員
に
加
え
、
よ
り
一
般
的
な
概
念
と
し
て
「
公
務
員

(fonction
publique)
」

と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
公
務
員

(fonction
publique)
と
は
、
公
法
人
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
、
原
則
と
し
て
行
政
的
公
役
務
に
配
属
さ
れ
、

公
法
の
制
度
に
服
す
る
職
員
で
あ
る
公
務
員
（
品
ents
publics)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
巨
大
な
集
団

(vaste
ensemble)
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
公
法
学
の
領
域
の
一
っ
と
し
て
の
「
公
務
員
法

(goit 
d
e
 la 
fonction publique)
」
と
す
る
と
き
の
公
務
員
は
、
こ
の
意
味
で
の
公
務
員
に
あ
た
る
。
以
上
の

fonc g
g肖
e
(agent public titulaire), 
agent public, 
fonction publique
の
軍
で
今
心
に
つ
士
く
、

Frederic
Colin. 
D1 `

 

oit 
d
e
 la fonction publぷ
u
e
[
Notion 
d
e
 

J
o
n
e
思
n
p
u
b
l
i
q

艮

•
G
z
n芯
為
d
ド

J
o
n
e
思
n
恙

i
r
e
,
Droits et oblぷ．
a
を
n
s
d
u
/
o
n
e
思
nnaire,
4°ed., Gua!ino, 2016, p. 
19, 
p.65 et s. 
*
H獨
で
は
、
必
要
の
な
い
限

り
特
に
原
語
を
附
記
す
る
こ
と
は
し
な
い
も
の
の
、
基
本
的
に
は
前
記
の
基
準
に
従
い
各
用
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
兼
子
仁
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
J

(
有
斐
閣
、
一
九
七

0
年
）
二
七
二
頁
以
下
で
は
、
当
時
の
「
官
公
吏
の
一
般
身
分
規
程
に
関
す
る
一
九
五
九
年
二
月
四
日

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
九
ー
ニ
四
四
号
」
の
規
定
等
に
基
づ
い
て
は
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
前
記
の
現
行
法
に
お
け
る
区
別
と
同
様
に
、
各
概
念
を
区
別
し
、
整
理
し
て

い
る
。

(3)

フ
ラ
ン
ス
公
務
員
参
加
法
に
関
す
る
伝
統
的
な
議
論
を
検
討
す
る
代
表
的
な
日
本
の
先
行
研
究
と
し
て
、
同
右
二
七
九
頁
以
下
。

(4)

二
0
1
0年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
法
制
度
化
さ
れ
た

accord
は
、
後
記
の
通
り
労
使
間
で
交
わ
さ
れ
る
法
的
効
力
を
有
し
な
い
合
意
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で

日
本
の
地
方
公
務
員
法
第
五
五
条
第
九
項
の
協
定
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
協
定
と
い
う
訳
語
を
あ
て
る
。

(
5
)

公
務
員
制
度
に
関
す
る
労
使
間
対
話
の
刷
新
及
び
多
様
な
規
定
に
関
す
る
二

0
1
0年
七
月
五
日
法
律
第
二

0
1
0ー
七
五
一
号
。
こ
の
法
律
の
基
と
な
っ
た
法
案
を
審

議
し
た
議
会
内
委
員
会
（
上
院
と
下
院
の
憲
法
等
委
員
会
、
及
び
、
同
数
両
院
合
同
委
員
会
）
の
報
告
書
と
し
て
、A
•N., 
Rapp. 
d
e
 P
 s7
e
M
o
ヽ
e
l
$
L
.
h
$
s
a
e

、
•no 

鯰
8
9
(13°legislature), 2010 ;
 
S., 
Rapp. 
d
e
 J
e
a
n
-
P
i
e
"
e
 
Vial, 
n
 0
 485 (S.O., 
2009'a) 10), 2010 ;
 C.M.P., Rapp. 
d
e
 P
i
e
"
e
 M
oヽ
el,d,L.hugs芯ヽ

e
t
d
e
j
e
a
n
,

p
s
 "e
 Vial, 
n
°
2
5
7
8
 
(A• 

N., 
13°legislature) et n
 05
迄
(S.,
S.O., 
2009-,a)lo) .
 
2010. 主
と
し
て
こ
の
法
律
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
下
井
康
史
『
公
務
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員
制
度
の
法
理
論
|
|
日
仏
比
較
公
務
員
法
研
究
」
（
弘
文
堂
、
二

0
ー
七
年
）
二
八
頁
以
下
、
五

0
頁
以
下
、

E
m
m
a
n
u
e
l
M
a
r
c
 et 
Y
v
e
s
 Struillou. 
L
a
 101 
d
u
 5
 

juil. 
2
0
1
0
 relative a
 la 
renovation d
u
 dialogue social d
a
n
s
 la 
fonction publique :
 un
e
 m
u
t
a
t
i
o
n
 i
n
a
c
h
e
v
e
e
 d
u
 s
y
s
t
e
m
e
 d
e
 relation professionnelles, 

D
.
A
d
這
,
nov. 2010, e
t
u
d
e
 2
0
 ;
 Fa
b
r
i
c
e
 Melleray, L
a
 loi 
relative 
a
 la 
r
e
n
o
v
a
t
i
o
n
 d
u
 dialogue social 
d
a
n
s
 la 
fonction publique :
 pr
e
m
i
e
r
e
 e
t
a
p
e
 d' 

u
n
e
 r
e
f
o
r
m
e
 profonde, A
J
D
A
.
 2010, p. 
2
0
4
5
 et s.; 
Didier J
e
a
n
 ,
 
Pierre, L
a
 renovation d
u
 dialogue social 
d
a
n
s
 la 
fonction publique, J
C
P
 A
,
 n
°
3
8
.
 

2
0
 sept. 2010, 
p. 
2
2
8
4
 et 
s. 

(
6
)

一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
六
年
に
か
け
て
成
立
し
た
現
行
の
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
法
制
で
は
、
公
務
員
を
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
、
及
び
、
病
院
公
務
員
と
い
う
三
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
類
型
化
し
、
一
方
で
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
法
律
に
基
づ
ぎ
規
律
し
よ
う
と
し
つ
つ
も
、
他
方
で
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
法
律
上

の
規
律
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
う
し
た
公
務
員
法
制
度
は
、
①
こ
れ
ら
の
公
務
員
に
適
用
さ
れ
る
一
般
法
で
あ
る
「
官
公
吏
の
権
利
義
務
を
定
め
る

一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
律
第
八
三
ー
六
＿
二
四
号
」
、
②
国
家
公
務
員
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法
で
あ
る
「
国
家
公
務
員
制
度
に
関
す
る
身
分
規
程
上
の
規
定
を
定
め
る
一

九
八
四
年
一
月
ー
一
日
法
律
第
八
四
ー
一
六
号
」
、
③
地
方
公
務
員
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法
で
あ
る
「
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
身
分
規
程
上
の
規
定
を
定
め
る
一
九
八

四
年
一
月
二
六
日
法
律
第
八
四
ー
五
三
号
」
、
④
病
院
公
務
員
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法
で
あ
る
「
病
院
公
務
員
制
度
に
関
す
る
身
分
規
程
上
の
規
定
を
定
め
る
一
九
八
六
年

一
月
九
日
法
律
第
八
六
ー
三
三
号
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
は
官
公
吏
一
般
身
分
規
程

(statut
g
 g
 
eral 
d
e
s
 fonctionnaires)

と
総
称
さ
れ
て
お
り
、

①
の
法
律
が
官
公
吏
一
般
身
分
規
程
法
律
第
一
部
、
②
が
同
第
二
部
、
③
が
同
第
三
部
、
④
が
同
第
四
部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
呼
称
を
本

稿
で
も
使
用
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
前
身
に
あ
た
る
官
公
吏
一
般
身
分
規
程
と
し
て
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
期
の
一
九
四
一
年
九
月
一
四
日
法
律
、
第
四
共
和
政
期
の
「
官
公

吏
一
般
身
分
規
程
に
関
す
る
一
九
四
六
年
ー

0
月
一
九
日
法
律
第
四
六
ー
ニ
ニ
九
四
号
」
、
及
び
、
第
五
共
和
政
期
の
「
官
公
吏
一
般
身
分
規
程
に
関
す
る
一
九
五
九
年
―
―

月
四
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
五
九
ー
ニ
四
四
号
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
現
行
法
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
、
一
般
法
で
あ
る
第
一
部
と
、
最
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
特
別
法
で
あ
る
第
二
部
を
中
心
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。

(
7
)

官
公
吏
の
職
業
倫
理
と
権
利
義
務
に
関
す
る
二

0
ー
六
年
四
月
二

O
B法
律
第
二

0
一
六
ー
四
八
三
号
。
こ
の
法
律
の
基
と
な
っ
た
法
案
を
審
議
し
た
議
会
内
委
員
会

（
上
院
と
下
院
の
憲
法
等
委
員
会
、
及
ぴ
、
同
数
両
院
合
同
委
員
会
）
の
報
告
書
と
し
て
、

A
.
N
.. 

R
a
p
p
.
 
d
e
 F

、an
c
oぢ
e
D
e
s
c
a
m
p
s
 ,
 
Crosnier, 
n
°
3
0
9
9
 
(14• 

Legisla
日
re),
2
0
1
5
 ;
 S
 .
. 
R
a
p
p
.
 d
e
 A
l
a
i
n
 Vasselle, n
°
2
7
4
 (S.0. 2015-2016). 2
0
1
5
;
 C
.
M
.
P
 .. 
R
a
p
p
.
 d
e
 Franr;oise D
e
s
c
a
m
p
s
-
C
r
o
s
n
i
e
r
 et d
e
 A
l
a
i
n
 V
 ,
 sselle. 

n
。
3
6
0
4
(
A
N
.
,
 14• 

Legislature) 
et 
n
 
0
 
5
0
6
 (S .. 
S.O. 2
0
1
5
 1父）
16). 
2016. こ
の
法
律
を
紹
介
し
、
検
酎
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
稿
~
「
官
公
吏
の
職
業
倫
理
、
官
公
吏
の

権
利
義
務
の
現
代
化
、
公
務
使
用
者
の
模
範
性
ー
目
公
吏
の
職
業
倫
理
と
権
利
義
務
に
関
す
る
二

0
一
六
年
四
月
二

0
日
法
律
第
一
＿

o-
六
ー
四
八
三
号
」
日
仏
法
学
二

九
号
（
二

0
一
七
年
）
一
四
八
頁
、

Didier
Jean'Pierre, 
L
a
 nouvelle 
deontologie 
d
e
 
la 
fonction 
publique, 
J
C
P
 A
.
 
n
°
2
4
.
 2016. 
p. 
2
1
7
2
 ;
 Nicolas 

Sautereau. L
e
 dialo
磨
e
social 
d
a
n
s
 la 
fonction 
publique 
et 
la 
loi 
d
u
 2
0
 avril 
2016, J
C
P
 A
.
 
n
。24,
2016, 
p. 2176. 

(
8
)

渡
辺
賢
『
公
務
員
労
働
基
本
権
の
再
構
築
」
（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二

0
0
六
年
）
三
0
一頁。
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第
一
節
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
判
例
法
理
の
変
遷

官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理

官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理
と
は
、
官
公
吏
の
勤
務
条
件
や
権
利
義
務
等
を
法
令
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
原
理
で
あ
り
、
「
官
公

吏
は
、
行
政
当
局
に
対
し
て
法
令
規
律
関
係
に
あ
る
」
と
す
る
官
公
吏
一
般
身
分
規
程
法
律
第
一
部
第
四
条
を
直
接
の
根
拠
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
官
公
吏
の
勤
務
条
件
や
権
利
義
務
等
に
関
す
る
事
項
う
ち
、
憲
法
一
一
＿
四
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
「
国
家
の
文
武
官
公
吏
に

与
え
る
基
本
的
保
障
」
や
「
労
働
権
に
関
す
る
基
本
原
理
」
等
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
基
づ
き
議
会
の
法
律
制
定
権
の
管
轄
に
属
す
る
も
の

と
さ
れ
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
憲
法
第
ニ
―
条
に
基
づ
き
首
相
の
命
令
制
定
権
の
管
轄
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
確
立
し
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
官

(9) 

公
吏
関
係
自
体
が
、
第
三
共
和
政
期
に
は
じ
め
て
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理
は
、
第
三
共

和
政
期
に
判
例
法
理
と
し
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
原
理
は
、
第
四
共
和
政
期
に
法
定
さ
れ
、
現
在
に
至
る
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
第
一
＝
共
和
政
期
か
ら
現
代
ま
で
の
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
原
理
が
確
立
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
経

緯
と
そ
の
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
判
例
法
理
の
変
遷
（
第
一
節
）
と
学
説
の
展
開
を
検

討
し
（
第
二
節
）
、
そ
の
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
官
公
吏
関
係
論
の
意
義
を
、
そ
の
当
時
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
明
ら
か
に
す
る
（
第
三
節
）
。

こ
れ
に
続
き
、
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理
が
確
立
し
た
後
の
議
論
と
し
て
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
期
と
第
四
共
和
政
期
に
こ
の
原
理
が
初
め
て

法
定
さ
れ
た
際
の
議
論
と
、
こ
の
原
理
に
関
す
る
第
五
共
和
政
期
の
議
論
を
検
討
す
る
（
第
四
節
）
。

ま
ず
、
第
三
共
和
政
期
当
時
の
判
例
法
理
に
目
を
向
け
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
、
官
公
吏
関
係
は
、
当
初
は
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
に
属

る。

第
一
章
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2

ギ
デ
判
決
に
お
け
る
カ
ザ
ラ
ン
論
告
ー
公
法
上
の
契
約
関
係
①

す
る
私
法
上
の
労
働
契
約
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
た
が

(
l
)
、
そ
の
後
は
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
契
約
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ

と
と
な
り

(
2
)
（

3
)
、
ま
た
、
商
工
業
的
公
役
務
内
の
職
員
は
、
管
理
職
員
と
会
計
職
員
を
除
き
、
官
公
吏
関
係
の
射
程
か
ら
除
外
さ
れ

る
こ
と
と
な
る

(
4
)
（
第
一
款
）
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
官
公
吏
関
係
に
つ
き
、
そ
の
契
約
関
係
性
も
否
定
さ
れ
、
専
ら
法
令
に
よ
っ

て
規
律
さ
れ
る
べ
き
関
係
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
（
第
二
款
）
。

ま
ず
、
第
三
共
和
政
期
の
当
初
に
は
、
市
町
村
と
市
町
村
職
員
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
市
町
村
職
員
の
大
部
分

(10) 

が
、
直
接
に
は
第
一
帝
政
に
端
を
発
し
て
第
二
帝
政
に
至
る
ま
で
の
中
央
集
権
型
国
家
体
制
で
は
国
の
職
員
等
に
比
べ
権
力
性
の
薄
い
職
務

に
従
事
す
る
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
私
法
上
の
労
働
契
約
に
基
づ
く
関
係
に
あ
る
者

(11) 

と
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
市
町
村
職
員
は
、
罷
免
行
為
に
対
し
て
公
権
力
無
答
責
原
理
の
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
た
国
の
職
員
や
一
部
の
市
町
村
職
員
と
は
対
照
的
に
、
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
の
下
に
、
使
用
者
で
あ
る
市
町
村
の
解
雇
行
為
に
対
す

(12) 

る
損
害
賠
償
請
求
権
を
保
障
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
市
町
村
の
官
公
吏
関
係
に
つ
い
て
も
、
権
限
裁
判
所
が
初
め
て
市
町
村
に
よ
る
罷
免
行
為
に
対

(13) 

す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
裁
判
管
轄
を
判
断
し
、
こ
れ
を
民
刑
事
裁
判
所
で
は
な
く
行
政
裁
判
所
に
認
め
た
ギ
デ
判
決
に
お
け
る
カ
ザ
ラ

ン
論
告
担
当
官
に
よ
る
論
告
の
中
で
、
市
町
村
の
罷
免
行
為
が
行
政
行
為
で
あ
る
と
す
る
結
論
を
導
く
前
提
と
し
て
、
市
町
村
の
官
公
吏
関

係
が
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
私
法
上
の
労
働
契
約
関
係
で
は
な
く
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
契
約
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明

第
三
共
和
政
期
当
初
の
判
例
ー
ー
乱
i

法
上
の
労
働
契
約
関
係

第
一
款
私
法
上
の
労
働
契
約
関
係
か
ら
公
法
上
の
契
約
関
係
へ
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罷
免
は
、
こ
の
閲
覧
請
求
手
続
を
省
略
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
こ
う
し
た
罷
免
行
為
が
一
九

0
五
年
法
律

第
六
五
条
に
違
反
す
る
と
し
て
、
越
権
訴
訟
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
本
判
決
で
は
、
こ
の
よ
う
に
争
議
行
為
を
理
由
と
し
て
処
分
す
る
際

に
同
条
を
適
用
し
な
い
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
正
当
化
さ
れ
る
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
か
が
問

題
と
な
っ
た
。

官
公
吏
関
係
に
つ
い
て
、
こ
の
判
決
の
論
告
で
、
タ
ル
デ
ュ
ー
論
告
担
当
官
は
、
ま
ず
、
争
議
行
為
を
適
法
と
す
る
私
法
で
す
ら
、
契
約

当
事
者
の
立
場
の
対
等
性
か
ら
争
議
行
為
に
よ
り
労
働
契
約
が
破
棄
又
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
争
議
行
為
を
違
法
行
為
と
す
る
公
法

で
は
当
然
に
、
労
働
契
約
が
同
じ
く
破
棄
又
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
官
公
吏
は
、
争
議
行
為
に
よ
っ
て
公
権
力
と

の
一
切
の
関
係
を
失
う
の
で
あ
る
か
ら
、
法
令
に
よ
る
身
分
保
障
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
生
じ
え
な
い
と
す
る
の

(18) 

で
あ
る
。

ケ
ル
等
は
、

以
上
の
ギ
デ
判
決
で
は
、
官
公
吏
関
係
の
法
的
性
質
は
カ
ザ
ラ
ン
論
告
の
中
で
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
判
決
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
ギ
デ
判
決
で
管
轄
権
を
認
め
ら
れ
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
そ
の
後
、
官
公
吏
関
係
の
法
的
性
質

に
つ
き
、
そ
の
契
約
性
を
判
決
文
の
中
で
明
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
官
公
吏
へ
の
罷
免
行
為
に
対
す
る
越
権
訴
訟
で
あ
る
ワ

(15) 

ン
ケ
ル
判
決
で
は
、
以
下
の
と
お
り
、
官
公
吏
関
係
が
公
法
上
の
契
約
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
関
係
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

(16) 

こ
の
判
決
の
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九

0
五
年
四
月
二
二
日
法
律
第
六
五
条
は
、
官
公
吏
に
対
し
、
不
利
益
処
分
を
受
け
る

(17) 

前
に
人
事
記
録
の
閲
覧
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
原
告
で
あ
る
郵
政
職
員
の
ワ
ン

一
九

0
九
年
五
月
に
争
議
を
行
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
同
月
の
争
議
行
為
中
に
罷
免
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

3

ワ
ン
ケ
ル
判
決
ー
—
公
法
上
の
契
約
関
係
②

(14) 

ら
か
に
さ
れ
た
。
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4

ド
・
ロ
ベ
ー
ル
・
ラ
フ
レ
ジ
ェ
ー
ル
判
決

i目
公
吏
関
係
の
射
程
の
限
定

こ
の
点
に
つ
き
、
こ
の
判
決
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
以
下
の
と
お
り
、
官
公
吏
は
、
争
議
行
為
に
よ
り
、
行
政
当
局
と
交
わ
し
て
い

る
公
法
上
の
契
約
に
由
来
す
る
権
利
の
行
使
を
保
障
す
る
法
令
の
適
用
の
外
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
人
事
記
録
閲
覧
請
求

(19) 

手
続
の
省
略
を
適
法
で
あ
る
と
す
る
。

「
争
議
行
為
は
、
私
法
の
規
定
に
基
づ
く
労
働
契
約
の
締
結
過
程
で
は
適
法
に
な
さ
れ
う
る
行
為
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
官
公
吏
間
で
の
協
議
を

経
た
役
務
拒
絶
に
由
来
す
る
と
き
に
は
、
刑
法
の
適
用
に
よ
っ
て
抑
圧
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
違
法
行
為
な
の
で
あ
る
。
官
公
吏
は
、
与

え
ら
れ
た
職
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
公
役
務
の
必
要
性
自
体
に
由
来
す
る
全
て
の
義
務
に
従
う
の
で
あ
り
、
国
民
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
公
役
務

の
継
続
性
と
両
立
で
き
な
い
全
て
の
権
能
を
放
棄
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
役
務
を
担
う
職
員
は
、
争
議
行
為
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
的
な
違
法
行
為
を
犯
す
だ
け
で
は
な
く
、
集
団
的
な
行
為
に
よ
り
、
行
政
当
局
と
職
員
と
を
結
び
つ
け
る
公
法
上
の
契
約

(c
on
tr
at
d
e
 droit 

p
u
b
l
i
c
)

に
由
来
す
る
権
利
の
行
使
を
個
々
の
職
員
に
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
法
律
と
命
令
の
適
用
の
外
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

行
政
当
局
は
、
協
議
を
経
た
公
役
務
の
集
団
的
放
棄
の
場
合
に
は
、
緊
急
措
置
を
と
り
、
即
時
的
な
代
替
手
続
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
以
上
に
よ
り
、
争
議
行
為
を
理
由
と
し
た
前
記
の
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
の
省
略
の
適
法
性
を
示
す
際
に
、

国
と
官
公
吏
と
の
関
係
を
公
法
上
の
契
約
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、
取
消
請
求
を
退
け

る
の
で
あ
る
。

論
告
と
併
せ
て
こ
の
判
決
を
検
討
す
る
と
、
官
公
吏
関
係
を
公
法
上
の
契
約
関
係
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
法
上
の
労
使
関
係
で

の
争
議
行
為
の
効
果
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
官
公
吏
関
係
で
の
争
議
行
為
の
効
果
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(20) 

な
お
、
使
用
者
と
の
関
係
が
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
官
公
吏
の
範
囲
は
、
そ
の
後
の
ド
・
ロ
ベ
ー
ル
・
ラ
フ
レ
ジ
ェ
ー
ル
判
決
で
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求
手
続
を
省
略
し
た
こ
と
の
適
法
性
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
判
決
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
植
民
地
の
運
営
す
る
鉄
道
機
関
の
長
の
職

を
解
か
れ
た
者
が
、
そ
の
際
の
解
雇
手
当
を
不
服
と
し
て
行
な
っ
た
損
害
賠
償
請
求
を
受
け
、
当
該
職
に
つ
き
、
管
理
職
で
あ
っ
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
官
公
吏
の
職
と
し
、
本
件
の
管
轄
が
行
政
裁
判
所
に
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
商
工
業
的
公
役
務
の
職
員

に
関
し
て
は
、
管
理
職
員
及
び
会
計
職
員
が
官
公
吏
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
他
の
職
員
は
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
私
法
上
の
労
働

そ
の
後
、

(21) 

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
法
令
の
規
定
を
修
正
す
る
合
意
の
有
効
性
を
否
定
す
る
判
決
を
示
し
た
後
に
、
ミ
ネ
ー
ル
判
決
と
呼

(22) 

ば
れ
て
い
る
一
九
＿
―
-
七
年
一

0
月
二
二
日
判
決
の
中
で
、
前
記
の
ワ
ン
ケ
ル
判
決
を
変
更
し
、
官
公
吏
関
係
を
法
令
規
律
関
係
で
あ
る
と
し

一
九
＿
―
-
四
年
四
月
一
六
日
と
一
七
日
に
、
パ
リ
電
話
局
長
等
は
、
ミ
ネ
ー
ル
等
の
職
員
に
対
し
て
同
月
一
三
日
と
一
六
日
の
争
議
行
為
を

理
由
と
し
て
暫
定
的
な
停
職
処
分
を
直
ち
に
課
し
、
そ
の
直
後
で
あ
る
同
月
一
六
日
、

免
処
分
等
の
懲
戒
処
分
（
ミ
ネ
ー
ル
に
は
異
動
処
分
及
び
減
給
処
分
）
を
課
し
た
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
処
分
に
対
す
る
越
権
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。

本
判
決
で
も
前
記
の
ワ
ン
ケ
ル
判
決
と
同
じ
く
、
こ
う
し
た
処
分
の
際
に
前
記
の
一
九

0
五
年
法
律
第
六
五
条
に
基
づ
く
人
事
記
録
閲
覧
請

論
告
の
中
で
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
論
告
担
当
官
は
、
ワ
ン
ケ
ル
判
決
の
示
し
た
公
法
契
約
関
係
説
と
、
こ
れ
に
対
置
さ
れ
る
法
令
規
律
関
係

説
と
を
区
別
し
た
う
え
で
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
官
公
吏
が
争
議
行
為
に
参
加
し
た
際
に
身
分
規
程
の
適
用
の
外
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る

と
の
結
論
を
導
き
う
る
こ
と
に
な
る
と
し
、
こ
の
点
に
つ
き
、
そ
う
し
た
結
論
を
批
判
し
、
ま
た
、
両
説
の
区
別
を
実
益
の
な
い
も
の
と
評

価

t
組
。
そ
の
う
え
で
、
官
公
吏
関
係
の
性
質
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
争
議
行
為
に
参
加
し
た
官
公
吏
に
も
身
分
規
程
の
適
用
を

た
。
こ
の
判
決
に
つ
き
、
以
下
に
敷
術
す
る
。

第
二
款

ミ
ネ
ー
ル
判
決
に
お
け
る
法
令
規
律
原
理
の
確
立

契
約
の
関
係
に
あ
る
者
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
七
日
、

一
九
日
に
、
郵
便
電
信
電
話
大
臣
は
、
罷
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及
ぼ
す
可
能
性
を
示
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
一
方
で
、
職
員
が
、
争
議
行
為
に
参
加
し
た
後
に
、
行
政
当
局
が
役
務
へ
の
復
帰
を
認

め
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
で
役
務
に
復
帰
し
た
と
き
に
は
、
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
の
規
定
が
及
ぶ
の
で
あ
り
（
ポ
ル
ト
判

(24) 
決
）
‘
②
他
方
で
、
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
の
省
略
が
正
当
化
さ
れ
得
る
た
め
に
は
、
争
議
行
為
へ
の
参
加
を
示
す
明
確
な
事
実
を
指
摘

(25) 

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
（
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
判
決
、
ク
ル
タ
ド
判
決
）
‘
③
最
後
に
、
罷
免
処
分
は
、
官
公
吏
関
係
の
破
棄
を
確
認
す

る
こ
と
に
等
し
い
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
よ
り
も
緩
や
か
な
処
分
は
、
職
員
の
役
務
へ
の
復
帰
を
前
提
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
の
規
定
が
及
ぶ
の
で
あ
る
と
す
る
基
準
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
争
議
行
為
に
参
加

し
た
官
公
吏
を
処
分
す
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
状
況
に
鑑
み
て
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
の
適
用
に
つ
い
て
判
断
す
る
べ
き
で
あ

(27) 

る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
基
準
を
適
用
し
、
ミ
ネ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た
罷
免
処
分
を
受
け
な
か
っ
た
職
員
に
つ
い

(28) 

て
は
前
記
の
③
の
基
準
か
ら
人
事
記
録
閲
覧
請
求
権
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
特
に
ミ
ネ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
処
分
の
通
知
か
ら
処

分
が
下
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
が
短
す
ぎ
た
の
で
あ
り
、
人
事
記
録
の
閲
覧
を
請
求
す
る
た
め
に
十
分
な
期
間
を
享
受
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

(29) 

ら
、
そ
の
処
分
の
違
法
性
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

本
判
決
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
以
下
の
と
お
り
判
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
公
吏
が
行
政
当
局
に
対
し
て
公
法
上
の
契
約
関
係
に
あ

る
と
し
た
ワ
ン
ケ
ル
判
決
の
判
例
法
理
を
変
更
し
、
ま
た
、
官
公
吏
関
係
の
性
質
に
つ
い
て
結
局
の
と
こ
ろ
は
明
示
し
な
か
っ
た
ラ
グ
ラ
ン

ジ
ュ
の
前
記
論
告
と
も
異
な
り
、
官
公
吏
は
行
政
当
局
に
対
し
て
法
令
規
律
関
係
に
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
前
記
の
通
り
、

ワ
ン
ケ
ル

判
決
は
、
「
公
役
務
を
担
う
職
員
は
、
争
譲
行
為
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
的
な
違
法
行
為
を
犯
す
だ
け
で
は
な
く
、
集
団
的
な
行

為
に
よ
り
、
行
政
当
局
と
職
員
と
を
結
び
つ
け
る
公
法
上
の
契
約
に
由
来
す
る
権
利
の
行
使
を
個
々
の
職
員
に
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

(30) 

て
制
定
さ
れ
た
法
律
と
命
令
の
適
用
の
外
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
ミ
ネ
ー
ル
判
決
は
、
「
公
役
務
を
担
う
職
員

は
、
争
議
行
為
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
的
な
違
法
行
為
を
犯
す
だ
け
で
は
な
く
、
集
団
的
な
行
為
に
よ
り
、
公
権
力
に
対
し
て
有

(31) 

し
て
い
る
権
利
の
行
使
を
保
障
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
法
律
と
命
令
の
適
用
の
外
に
身
を
置
く
の
で
あ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
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な
わ
ち
、
「
行
政
当
局
と
職
員
と
を
結
び
つ
け
る
公
法
上
の
契
約
に
由
来
す
る
権
利
の
行
使
を
個
々
の
職
員
に
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
法
律
と
命
令
」
と
い
う
ワ
ン
ケ
ル
判
決
の
判
示
を
、
「
公
権
力
に
対
し
て
有
し
て
い
る
権
利
の
行
使
を
保
障
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
法

律
と
命
令
」
と
い
う
文
言
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
公
吏
と
行
政
当
局
と
の
関
係
の
契
約
性
を
否
定
し
、
そ
の
法
令
規
律
性
を
示
し
た

の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ミ
ネ
ー
ル
判
決
は
、
官
公
吏
関
係
の
性
質
を
判
断
し
て
い
な
い
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
論
告
と
は
異
な
り
、
官
公
吏
関
係
の
法
令
規

律
性
を
認
め
つ
つ
も
、
結
論
と
し
て
は
、
論
告
と
同
じ
く
、
た
だ
ち
に
職
員
に
対
す
る
処
分
を
正
当
化
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
ミ
ネ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た
罷
免
以
外
の
処
分
を
受
け
た
職
員
に
つ
き
、
「
行
政
当
局
は
彼
ら
が
役
務
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

(32) 

を
認
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
が
人
事
記
録
の
閲
覧
を
請
求
で
き
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
ミ
ネ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
人
事
記
録
の
閲
覧
を
請
求
す
る
た
め
に
は
不
十
分
な
期
間
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
女
に
対
す
る
処
分
の
違
法
性

(33) 

を
認
定
し
、
そ
の
取
消
請
求
を
認
容
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
は
、
官
公
吏
関
係
が
契
約
関
係
で
あ
る
と
し
て
も
法
令
規
律
関
係
で
あ
る
と
し
て
も
、
争
議
行
為
を
し
た
職
員
に

対
し
て
法
令
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
と
す
る
結
論
を
導
き
う
る
点
は
異
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、
官
公
吏
関
係
の
性
質

を
示
す
こ
と
な
く
、
法
令
の
適
用
の
余
地
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
を
前
提
と
す
る
と
、
こ
の
判
決
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が

法
令
規
律
関
係
説
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
ミ
ネ
ー
ル
等
に
人
事
記
録
閲
覧
請
求
権
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
判
断
に
影
響
を
及
ぽ
す
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
記
の
と
お
り
、
ガ
ス
ト
ン
・
ジ
ェ
ー
ズ
は
、

ワ
ン
ケ
ル
判
決

の
評
釈
の
中
で
、
法
令
規
律
関
係
説
を
採
用
し
た
う
え
で
、
争
議
行
為
を
し
た
職
員
に
対
す
る
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
規
定
の
適
用
除
外

に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
こ
う
し
た
適
用
除
外
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
争
議
行
為
を

理
由
と
し
て
破
棄
さ
れ
る
私
法
上
の
労
働
契
約
と
比
較
し
た
う
え
で
、
官
公
吏
と
行
政
当
局
と
の
契
約
も
同
じ
く
破
棄
さ
れ
る
と
す
る
前
記

の
タ
ル
デ
ュ
ー
論
告
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
私
法
上
の
労
働
契
約
と
の
比
較
は
、
争
議
行
為
に
よ
る
労
働
契
約
の
破
棄
を
認
め
る
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破
毀
院
の
判
例
が
変
更
さ
れ
た
の
が
、
第
四
共
和
政
憲
法
前
文
第
七
段
で
の
争
議
権
の
承
認
と
一
九
五

0
年
二
月
―
一
日
法
律
第
五

0
ー
ニ

(34) 

〇
吾
方
を
経
た
あ
と
の
一
九
五
一
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

は
判
例
法
理
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

一
九
三
七
年
の
ワ
ン
ケ
ル
判
決
の
際
に
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る

と
、
ミ
ネ
ー
ル
判
決
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
官
公
吏
関
係
の
法
令
規
律
性
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
私
法
上
の
労
働
契

約
と
の
比
較
を
排
除
し
、
人
事
記
録
閲
覧
請
求
権
の
保
障
が
争
議
行
為
に
参
加
し
た
職
員
に
対
し
て
も
で
き
る
限
り
及
ぶ
と
す
る
結
論
の
前

提
と
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
、
前
提
と
し
て
法
令
規
律
性
を
明
示
す
る
こ
と
が
、
争
議
行
為
に
参
加
し
た
職
員
に
も
人

事
記
録
閲
覧
請
求
権
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
こ
の
判
決
の
結
論
に
も
影
響
を
与
え
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
論
告
と
判
決
は
、
争
議
行
為
に
参
加
し
た
職
員
に
対
し
て
も
人
事
記
録
閲
覧
請
求
権
を
認
め
よ
う
と
す
る
点
で
、
ジ
ェ
ー
ズ
に
よ

る
後
記
の
所
論
に
近
い
判
断
を
行
な
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ー
ズ
は
、
こ
の
判
決
の
評
釈
の
中
で
、
そ
の
当
時
の
自
説
を
詳
ら
か
に
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
末
尾
で
は
、
争
議
行
為
を
理
由
と
し
た
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
の
省
略
の
射
程
を
限
定
し
よ
う
と
し
た
前
記

(35) 

の
論
告
と
判
決
に
対
し
て
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ミ
ネ
ー
ル
判
決
は
、
官
公
吏
関
係
を
法
令
規
律
関
係
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
官
公
吏
関
係
法
令
規
律
原
理

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
官
公
吏
へ
の
権
利
制

約
を
正
当
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
法
令
上
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
を
法
令
に
基
づ
き
で
き
る
限
り
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

ま
た
、
前
記
の
と
お
り
、
ミ
ネ
ー
ル
判
決
に
先
行
す
る
ド
・
ロ
ベ
ー
ル
・
ラ
フ
レ
ジ
ェ
ー
ル
判
決
は
、
商
工
業
的
公
役
務
の
職
員
を
原
則

と
し
て
官
公
吏
で
は
な
く
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
労
働
契
約
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
、
彼
ら
を
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る

官
公
吏
と
は
区
別
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ミ
ネ
ー
ル
判
決
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
限
定
さ
れ
た
官
公
吏
が
法
令
規
律
関
係
に
あ
る
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
第
三
共
和
政
期
に
お
い
て
、
判
例
法
理
が
変
遷
し
、
最
終
的
に
は
判
例
法
理
と
し
て
法
令
規
律
原
理
が
確
立
し
て
い
く

一
方
で
、
官
公
吏
関
係
に
関
す
る
当
時
の
学
説
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
官
公
吏
関
係
を
公
法
上
の

契
約
に
よ
る
関
係
で
あ
る
と
す
る
説
（
第
一
款
）
、
こ
れ
を
法
令
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
関
係
で
あ
る
と
す
る
説
（
第
二
款
）
、
及
び
、
契
約
関

係
に
あ
る
官
公
吏
と
法
令
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
官
公
吏
と
を
区
別
す
る
説
（
第
三
款
）
を
検
討
す
る
。

公
法
契
約
関
係
説

と
り
わ
け
一
九
世
紀
末
頃
ま
で
は
、
ギ
デ
判
決
の
カ
ザ
ラ
ン
論
告
や
ワ
ン
ケ
ル
判
決
と
同
じ
く
、
学
説
の
中
で
も
、
官
公
吏
関
係
を
公
法

(36) 

上
の
契
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
べ
き
関
係
と
す
る
説
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
学
説
を
主
張
す
る
論
者
と
し
て
、
ロ
ド
ル

フ
・
ダ
レ
ス
ト
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ペ
リ
ケ
、
エ
ド
ウ
ア
ー
ル
・
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ダ
レ
ス
ト
は
、
「
国
家
が
官
公
吏
に
一
定
の
役
務
を
求
め
、
権
力
の
一
部
を
委
ね
る
」
と
い
う
点
に
着
目
し
、
官
公
吏
関
係
を
、
「
報
酬
の

伴
う
も
の
の
特
殊
な
委
任
」
の
契
約
に
よ
る
も
の
と
し
て
把
握
し
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
委
任
契
約
が
「
政
治
的
性
格
が
支
配
す
る
も
の
」

(37) 

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
行
政
裁
判
権
に
服
す
る
契
約
に
基
づ
き
規
律
さ
れ
る
関
係
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

ペ
リ
ケ
は
、
任
命
行
為
に
は
当
事
者
の
間
に
同
一
目
的
に
向
け
た
合
意
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
官
公
吏
関
係
を
契
約
に

(38) 

基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
、
ダ
レ
ス
ト
と
同
様
に
、
こ
れ
を
官
公
吏
に
対
し
て
「
国
家
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
委
任
」
に
よ
る
委
任
契
約
の
類

(39) 

型
に
位
置
づ
け
る
。
こ
う
し
た
国
家
と
官
公
吏
と
の
間
の
契
約
の
中
で
、
「
官
公
吏
は
、
自
ら
に
対
す
る
国
家
の
金
銭
債
務
を
定
め
る
法
令

(40) 

の
適
用
に
同
意
す
る
」
こ
と
と
な
る
。
そ
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
官
公
吏
と
国
家
と
の
関
係
の
基
礎
に
は
契
約
に
加
え
て
「
公
権
力
行

(41) 

為
」
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
特
に
、
任
命
行
為
は
「
本
質
的
に
は
行
政
行
為
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
間
の
契
約
は
行
政
裁
判
管

第
一
款

第
二
節
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
学
説
の
展
開
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ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
も
、
官
公
吏
の
任
命
と
辞
職
が
行
政
当
局
と
の
意
思
の
合
致
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
官
公
吏
と
国
家
と
の

(43) 

間
に
は
双
務
的
な
義
務
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
官
公
吏
関
係
を
行
政
契
約
に
よ
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
官
公
吏

(44) 

関
係
に
お
け
る
行
政
契
約
は
、
「
行
政
が
普
通
財
産
の
利
益
の
た
め
に
締
結
す
る
契
約
」
及
び
「
行
政
が
公
役
務
に
関
す
る
利
益
の
た
め
に

(45) 

締
結
す
る
契
約
」
と
い
っ
た
、
専
ら
行
政
が
公
役
務
の
管
理
者
と
し
て
行
な
う
管
理
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
来
は
民
刑
事
裁
判
の
管
轄
で

あ
る
も
の
の
、
法
律
に
よ
っ
て
行
政
裁
判
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
行
政
契
約
と
は
異
な
る
も
の
と
さ
れ
る
。
公
権
力
の
行
使
を

(46) 

核
心
と
す
る
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
「
行
政
契
約
の
性
質
を
有
す
る
公
権
力
の
行
使
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
そ
の
性
質

(47)

（

48) 

に
よ
る
行
政
契
約
」
と
さ
れ
る
行
政
契
約
の
類
型
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
類
型
の
契
約
は
、
「
契
約
的
要
素
の
附
さ
れ
た
真
の
公

権
力
行
為
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
種
の
契
約
は
、
私
法
が
市
民
に
認
め
て
い
る
権
能
を
上
回
る
も
の
で
あ
り
、
公
的
行
政
当
局

の
有
す
る
権
力
の
名
の
下
に
公
的
行
政
当
局
の
貢
献
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
実
現
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
専
ら
、
行
政
法
と
行
政

(49) 

裁
判
の
管
轄
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
ダ
レ
ス
ト
、
ペ
リ
ケ
、
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
は
、
官
公
吏
関
係
を
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
公
法
上
の
契
約
に
よ

る
関
係
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
と
お
り
、
彼
ら
は
、
官
公
吏
の
勤
務
条
件
や
権
利
義
務
等
を
決
定
し
、
変
更
す
る
の
は
、

官
公
吏
と
国
家
と
の
間
の
合
意
や
契
約
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
法
令
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ダ
レ
ス
ト
は
、
前
記
の
と
お
り
、
官
公
吏
関
係
を
委
任
契
約
の
類
型
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
委
任
契

約
は
、
「
法
律
が
国
家
と
官
公
吏
と
の
間
に
存
在
す
る
関
係
を
強
制
的
に
規
律
し
、
い
か
な
る
合
意
も
法
律
上
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
は

(50) 

で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
と
ど
ま
る
」
と
い
う
点
で
「
特
殊
な
委
任
」
契
約
で
あ
る
と
す
る
。

ペ
リ
ケ
も
、
官
公
吏
と
国
家
と
の
間
の
「
契
約
は
、
国
家
が
一
般
利
益
に
よ
り
導
か
れ
る
考
慮
に
基
づ
き
官
公
吏
関
係
を
規
律
す
る
権
限

(51) 

を
放
棄
す
る
こ
と
を
一
切
前
提
と
し
て
い
な
い
」
と
す
る
。

(42) 

轄
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
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(52) 

ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
も
、
「
官
公
吏
と
行
政
当
局
と
の
間
の
双
務
的
な
義
務
は
、
契
約
で
は
な
く
法
律
に
由
来
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
「
官
公
吏
も
行
政
当
局
も
、
原
則
と
し
て
、
こ
う
し
た
義
務
を
個
別
の
合
意
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
い

(53) 
る
。
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
、
雇
員
を
は
じ
め
と
し
た
一
時
的
臨
時
的
な
職
務
に
従
事
す
る
職
員
と
行
政
当
局
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
当

該
職
務
が
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
権
力
を
行
使
す
る
も
の
で
は
な
い
限
り
、
労
働
契
約
に
類
す
る
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

(54) 

そ
の
関
係
に
お
け
る
義
務
は
法
律
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
は
「
契
約
的
要
素
の
附
さ
れ

た
真
の
公
権
力
行
為
」
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
関
係
と
し
て
官
公
吏
関
係
を
理
解
す
る
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
所
論
は
、
ギ
デ
判
決
の
カ
ザ
ラ
ン

(55) 

論
告
と
実
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
と
お
り
、
官
公
吏
関
係
が
議
論
さ
れ
始
め
た
第
三
共
和
政
期
の
当
初
は
、
前
記
の
カ
ザ
ラ
ン
論
告
や
ワ
ン
ケ
ル
判
決
と
同
じ
く
、

官
公
吏
関
係
を
公
法
契
約
関
係
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
説
も
既
に
、
公
役
務
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る

べ
き
一
般
利
益
を
根
拠
と
し
て
、
官
公
吏
の
勤
務
条
件
や
権
利
義
務
は
契
約
で
は
な
く
法
令
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
以
上
の
公
法
契
約
関
係
説
は
、
後
に
判
例
法
理
と
し
て
確
立
し
た
前
記
の
法
令
規
律
原
理
、
次
に
検

討
す
る
法
令
規
律
関
係
説
や
、
そ
の
後
に
検
討
す
る
区
別
説
で
の
法
令
規
律
関
係
の
官
公
吏
の
類
型
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
令
規
律
関
係
説

以
上
の
公
法
契
約
関
係
説
に
対
し
、
法
令
規
律
原
理
を
判
例
法
理
と
し
て
確
立
さ
せ
た
ミ
ネ
ー
ル
判
決
と
同
じ
く
、
官
公
吏
関
係
を
、
契

約
で
は
な
く
、
専
ら
法
令
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
レ
オ
ン
・
デ
ュ
ギ
、

モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
、
ガ
ス

(56) 

デ
ュ
ギ
は
、
以
下
の
と
お
り
、
官
公
吏
関
係
を
、
公
役
務
に
つ
い
て
定
め
る
法
律
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
全

て
の
官
公
吏
は
、
公
役
務
の
目
的
で
あ
る
一
般
利
益
の
保
障
の
た
め
に
、
公
役
務
法
(
l
o
i

d
u
 service p
u
b
l
i
c
)

に
よ
り
、
①
公
役
務
を
運
営

ト
ン
・
ジ
ェ
ー
ズ
、
及
び
、
ル
イ
・
ロ
ラ
ン
の
学
説
を
検
討
す
る
。

第
二
款
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す
る
た
め
の
行
為
を
正
統
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
自
身
の
生
活
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
役
務
に
従
事
す

る
こ
と
で
、
良
い
公
役
務
の
運
営
を
保
障
で
き
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
給
与
と
年
金
を
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
行
政
当
局
の
恣
意
的
な

行
為
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
任
務
を
良
く
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
身
分
を
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
④

特
別
の
権
利
制
約
及
び
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
う
し
た
公
役
務
法
に
よ
っ
て
行
政
当
局
と
の
関
係
を
規
律
さ
れ
る
も

(57) 

の
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
記
の
ワ
ン
ケ
ル
判
決
に
対
し
て
は
、
後
記
の
と
お
り
法
令
規
律
関
係
説
を
主
張
す
る
論
者
で
あ
る

「
ジ
ェ
ー
ズ
と
オ
ー
リ
ウ
と
同
じ
く
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
『
：
…
・
公
法
上
の
契
約
」
の
概
念
を
介
在
さ
せ
た
こ
と
を
実
に
残
念
に
思
っ

(58) 

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
」
と
評
価
し
、
こ
の
判
決
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
公
役
務
法
も
、
社
会
的
連
帯
原
理
が
統
治
客
体
だ
け
で
は
な
く
統
治
主
体
を
も
含
め
た
全
て
の
者
に
課
し
て
い
る

法
命
題

(regle
d
e
 droit)

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
議
会
が
真
に
自
由
に
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は

(59) 

な
い
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
公
役
務
法
に
違
反
し
な
い
行
為
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
恣
意
的
な
も
の
で
あ
り
、

(60) 

ひ
い
て
は
法
命
題
に
違
反
す
る
と
き
に
も
、
そ
の
行
為
に
は
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

(61) 

な
お
、
特
に
デ
ュ
ギ
は
、
主
観
的
な
法
や
権
利
利
益
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
る
主
観
法
説
と
客
観
法
説
と
の
論
争
を
念
頭
に

(62)

（

63) 

お
い
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
観
法
説
の
見
解
を
採
り
、
主
観
的
な
権
利
利
益
が
存
在
し
、
こ
う
し
た
権
利
利

益
を
国
家
も
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
行
政
当
局
が
官
公
吏
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
官
公
吏

(64) 

関
係
を
契
約
関
係
と
す
る
説
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
客
観
法
説
を
採
用
し
、
主
観
的
な
権
利
利
益
の
存
在
を
否
定
す
る
か
、

少
な
く
と
も
こ
う
し
た
権
利
利
益
を
国
家
に
は
認
め
な
い
と
す
る
と
、
行
政
当
局
と
官
公
吏
と
の
間
の
関
係
も
、
双
方
の
合
意
に
基
づ
く
契
約

で
は
な
く
、
法
令
に
よ
っ
て
客
観
的
に
規
律
さ
れ
る
と
す
る
法
令
規
律
関
係
説
を
導
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
官
公
吏
関
係
の

性
質
に
つ
い
て
議
論
す
る
際
に
主
観
法
と
客
観
法
と
に
関
す
る
論
争
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
こ
と
は
、
契
約
関
係
を
主
観
法
関
係

(situation

(65) 

d
e
 droit 
subjectif)

と
し
、
法
令
規
律
関
係
を
客
観
法
関
係

(situation
d
e
 droit 
objectif)

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
看
取
で
き
る
。
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オ
ー
リ
ウ
も
、
デ
ュ
ギ
と
同
じ
く
、
官
公
吏
関
係
を
法
令
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
ず
組
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
官
公
吏
を
、

一
般
利
益
を
保
障
す
る
行
政
制
度
の
構
成
員
で
あ
る
と
ず
駁
。
そ
の
う
え
で
、
官
公
吏
関
係
を
法
令
に
よ
り
規
律
さ
れ
、
身
分
規
程
に
定
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
官
公
吏
関
係
に
お
い
て
は
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
、
又
は
、
こ
れ
を
修
正
す
る
合
意

(68) 

を
交
わ
す
こ
と
は
一
切
許
さ
れ
な
い
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
に
よ
る
前
記
の
所
論
を
肯
定
的
に
引
用
す
る

(69) 

の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
前
記
の
ワ
ン
ケ
ル
判
決
の
評
釈
で
は
、
法
令
規
律
関
係
説
を
主
張
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、
前
記
の
一
九

0
五
年
法
律
が
第
六

五
条
に
お
い
て
人
事
記
録
閲
覧
請
求
権
を
保
障
し
て
い
る
一
方
で
、
争
議
行
為
の
場
合
の
規
定
を
定
め
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
同
法
を

文
言
に
忠
実
に
解
釈
す
る
と
争
議
行
為
の
と
き
に
も
保
障
が
及
ぶ
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
を
、
成
文
憲
法
の
明
文
規
定
に
は
違
反
し

な
い
も
の
の
、
公
役
務
の
継
続
性
や
官
公
吏
と
政
府
と
の
間
の
友
好
関
係
と
い
っ
た
国
家
の
存
立
に
必
要
な
基
本
条
件
に
違
反
す
る
こ
と
か

(70) 

ら
違
憲
無
効
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
判
決
の
結
論
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、
デ
ュ
ギ
と
同
じ
く
必
ず
し
も
成
文
法

(71) 

の
み
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
も
の
と
し
て
官
公
吏
関
係
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ジ
ェ
ー
ズ
も
、
官
公
吏
関
係
の
性
質
に
つ
き
、
官
公
吏
が
一
般
利
益
の
保
障
を
目
的
と
す
る
公
役
務
に
従
事
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
一
般

(72) 

利
益
と
公
役
務
と
を
保
障
す
る
法
令
に
よ
り
規
律
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
こ
れ
を
法
令
規
律
関
係
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
ワ
ン
ケ

ル
判
決
の
評
釈
で
は
、
法
令
規
律
関
係
説
を
主
張
し
た
う
え
で
、
懲
戒
処
分
の
際
に
は
人
事
記
録
閲
覧
請
求
権
を
は
じ
め
と
し
た
法
令
上
の

権
利
保
障
が
官
公
吏
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
、
そ
の
保
障
を
争
議
行
為
の
場
合
に
否
定
す
る
法
令
が
存
在
し
な
い
以
上
は
、
当

時
は
違
法
と
さ
れ
て
い
た
争
議
行
為
を
行
な
っ
た
官
公
吏
に
つ
い
て
さ
え
も
、
法
令
の
適
用
の
外
に
置
く
の
で
は
な
く
、
法
令
上
保
障
さ
れ

(73) 

て
い
る
権
利
を
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
認
め
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
法
制
度
自
体
を
変
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
法
令

の
中
に
争
議
行
為
の
場
合
に
関
す
る
規
定
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
点
で
は
オ
ー
リ
ウ
の
前
記
所
論
と
共
通
す
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
法
律

や
命
令
自
体
の
合
憲
性
を
問
題
と
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ら
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
点
で
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
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ロ
ラ
ン
も
、
全
て
の
公
役
務
に
共
通
す
る
性
質
、
す
な
わ
ち
、
「
公
共
の
利
益

(bien
c
o
m
m
u
n
)

の
た
め
に
権
力
を
行
使
す
べ
き
統
治
主

体
に
課
さ
れ
る
義
務
に
対
応
し
て
お
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
公
共
の
利
益
に
よ
っ
て
実
効
的
に
統
制
さ
れ
る
」
性
質
を
法
則
化
し
た
ロ
ラ
ン

の
法
則

(lois
d
e
 Rolland)

の
一
環
と
し
て
、
「
公
役
務
の
組
織
と
機
能
と
に
関
す
る
法
準
則
は
、
こ
れ
を
管
轄
す
る
公
的
機
関
が
常
に
修

(74) 

正
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
「
可
変
性
の
法
則
」
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
法
則
に
由
来
す
る
官
公
吏
関
係
で
の
帰
結
と
し
て
、
「
公
役

務
の
職
員
は
、
当
該
公
役
務
を
担
う
法
人
と
契
約
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
…
…
彼
ら
職
員
は
、
同
意
な
く
修
正
さ
れ
う

(75) 

る
法
令
規
律
関
係
に
あ
る
の
だ
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
公
吏
関
係
の
法
令
規
律
性
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
法
令
規
律
関
係
説
は
、
官
公
吏
の
権
利
義
務
や
勤
務
条
件
等
を
、
契
約
で
は
な
く
法
令
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
前
記
の
と
お
り
、
公
法
契
約
関
係
説
も
同
様
に
、
官
公
吏
の
権
利
義
務
や
勤
務
条
件
等
に
つ
い
て
は
法
令
に
よ
っ

て
決
定
す
べ
き
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

両
説
の
相
違
は
、
任
命
の
場
面
で
は
官
公
吏
に
よ
る
そ
の
受
諾
の
意
思
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
を
、
契
約
と
い
う
概
念
を
用
い
て
説
明

す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
前
記
の
と
お
り
、
公
法
契
約
関
係
説
は
、
官
公
吏
関
係
を
契
約
関
係
で
あ
る
と
し
、
契

(76) 

約
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
官
公
吏
に
よ
る
意
思
の
存
在
を
説
明
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
法
令
規
律
関
係
説
は
、
以
下
の
と
お
り
、
官
公
吏
に
よ
る
任
命
受
諾
の
意
思
の
存
在
を
確
認
す
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
を

契
約
と
い
う
概
念
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
意
思
の
存
在
を
も
っ
て
官
公
吏
関
係
を
契
約
関
係
で
あ
る

デ
ュ
ギ
は
、
ま
ず
、
「
公
務
員
の
職
は
、
今
日
の
ど
の
国
で
も
押
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
何
人
も
、
そ
の
者
が
官
公
吏
の
地
位
を

求
め
な
い
限
り
は
、
ま
た
は
、
少
な
く
と
も
こ
れ
を
受
諾
し
な
い
限
り
は
、
こ
れ
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
任

(77) 

命
受
諾
の
意
思
の
存
在
を
確
認
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
「
契
約
は
、
専
ら
意
思
の
合
致
が
債
務
者
に
対
す
る
債
権
者
の
関

係
と
い
う
主
観
的
な
法
的
関
係
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
の
み
、
存
在
す
る
」
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
「
官
公
吏
の
任
命
は
契
約
で

と
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
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契
約
関
係
の
官
公
吏
と
法
令
規
律
関
係
の
官
公
吏
と
の
区
別
説

オ
ー
リ
ウ
は
、
以
下
の
と
お
り
、
官
公
吏
の
任
命
に
お
け
る
行
政
当
局
と
官
公
吏
と
の
間
に
は
、
通
常
の
契
約
の
締
結
の
際
に
前
提
と
な

る
対
等
な
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
契
約
は
、
提
案
又
は
申
し
入
れ
と
、
そ
の
提
案
の
承
諾
を
前
提
と
す

る
。
ま
た
、

一
般
的
に
は
提
案
の
承
諾
は
交
渉
の
あ
と
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
及
び
、
最
終
的
に
は
、
二
人
の
契
約
当
事
者
が
、
ま
さ
に
自

由
な
交
渉
を
可
能
に
す
る
平
等
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
を
付
言
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
通
常
の
官
公
吏
の
任
命
に
つ
き
、
官
公
吏
が
職
の
授

与
を
受
諾
す
る
条
件
に
関
す
る
交
渉
と
い
う
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。
（
…
…
）
ま
た
、
法
令
上
の
権
限
に
基
づ

き
官
公
吏
を
任
命
す
る
行
政
当
局
は
、
任
命
さ
れ
る
官
公
吏
と
平
等
な
地
位
に
置
か
れ
る
も
の
と
し
て
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
も
ら
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
任
命
は
、
(
:•..• 

)
上
下
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
契
約
が
あ
っ
た
と
し
て

(79) 

も
、
そ
れ
は
、
契
約
に
関
す
る
通
常
の
前
提
の
伴
わ
な
い
上
下
間
で
交
渉
な
く
締
結
さ
れ
る
契
約
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
官
公
吏
の
任
命
は
、
こ
れ
が
成
立
し
た
時
点
で
は
官
公
吏
と
は
無
関
係
で
、
そ
の
後
に
官
公
吏
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
法
的
事
実
」

で
あ
り
、
「
官
公
吏
の
参
加
す
る
法
的
契
約
行
為
で
は
な
い
」
と
す
屈
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
任
命
の
際
の
官
公
吏
の
同
意
は
、
「
契
約

(81) 

を
構
成
す
る
要
素
で
は
な
く
、
専
ら
事
実
の
承
諾
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
公
法
契
約
関
係
説
と
法
令
規
律
関
係
説
と
の
主
た
る
対
立
点
は
、
契
約
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
官
公
吏

に
よ
る
任
命
受
諾
の
意
思
の
存
在
を
説
明
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
、
両
説
と
も
に
、
官
公
吏
の
権
利
義

務
や
勤
務
条
件
等
を
法
令
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
と
す
る
点
で
は
、
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
款

最
後
に
、
官
公
吏
を
、
行
政
当
局
に
対
し
て
契
約
関
係
に
あ
る
官
公
吏
と
法
令
規
律
関
係
に
あ
る
官
公
吏
と
に
区
別
す
る
説
を
検
討
す
る
。

主
た
る
論
者
と
し
て
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル
テ
ル
ミ
と
ア
ン
リ
・
ネ
ザ
ー
ル
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(78) 

は
な
い
」
と
す
る
。
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ベ
ル
テ
ル
ミ
は
、
官
公
吏
関
係
を
考
察
す
る
際
の
前
提
と
し
て
、
国
家
を
、
公
権
力
を
行
使
す
る
主
体
と
、
権
利
を
行
使
す
る
主
体
と
に

(82) 

区
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
国
家
は
、
公
権
力
の
行
使
を
通
し
て
個
人
の
権
利
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
後
者
の
よ
う
な

権
利
の
主
体
で
あ
る
と
す
る
と
、
個
人
の
権
利
自
由
を
大
き
く
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
の
国
家
を
統
治
権
と
権
力
の

主
体
で
あ
る
「
公
権
力

(
P
巨
s
s
a
n
c
e
publique)
」
で
あ
る
と
し
、
後
者
の
国
家
を
権
利
の
主
体
で
あ
る
「
法
人
国
家

(Etat
p
e
r
s
o
n
n
e
)
」
で

(83) 

あ
る
と
し
て
、
両
者
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
う
し
た
区
別
を
前
提
と
し
、
行
政
の
行
為
を
、
公
権
力
を
行
使
す
る
権
力

行
為
と
公
権
力
を
行
使
す
る
わ
け
で
は
な
く
専
ら
公
役
務
を
管
理
す
る
に
と
ど
ま
る
管
理
行
為
と
い
う
二
種
類
の
行
為
に
分
類
し
た
上
で
、

(84) 

官
公
吏
を
、
前
者
に
従
事
す
る
権
力
官
公
吏
と
後
者
に
従
事
す
る
管
理
官
公
吏
と
に
区
別
す
る
。
こ
の
よ
う
に
行
為
の
性
質
に
着
目
す
る
こ

と
か
ら
、
た
と
え
ば
、
密
猟
の
取
り
締
ま
り
等
の
職
務
に
従
事
す
る
田
園
監
視
員

(g貸
d
e
c
h
a
m
p
e
t
r
e
)

は
前
者
に
分
類
さ
れ
る
一
方
で
、

幹
部
技
官
で
あ
る
技
師
長

(ingenieur
e
n
 chef)

で
あ
っ
て
も
、
公
権
力
を
行
使
す
る
わ
け
で
は
な
い
者
は
後
者
に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
い

(85) 
る
。
こ
う
し
た
区
別
の
中
で
は
、
前
者
は
、
統
治
権
と
公
権
力
の
主
体
と
し
て
の
行
政
当
局
に
対
し
、
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
公
法

の
法
令
に
よ
る
規
律
関
係
に
あ
り
、
後
者
は
、
権
利
の
主
体
と
し
て
の
行
政
当
局
に
対
し
、
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
「
純
粋
な
民

(86)

（

87) 

法
契
約
」
の
関
係
に
あ
る
。
な
お
、
前
者
に
つ
い
て
も
、
任
命
の
際
に
官
公
吏
に
よ
る
受
諾
の
意
思
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ネ
ザ
ー
ル
は
、
官
公
吏
関
係
を
国
家
か
ら
の
一
方
的
行
為
で
は
な
く
双
方
の
合
意
に
基
づ
く
契
約
に
よ
る
も
の
と
す
る
と
、
国
家
が
一
般

利
益
の
保
障
を
目
的
と
し
て
公
役
務
を
編
成
し
、
運
営
す
る
こ
と
を
阻
害
し
て
し
ま
う
こ
と
を
理
由
に
、
原
則
と
し
て
こ
れ
を
法
令
に
よ
り

(88) 

規
律
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
法
令
規
律
関
係
説
は
民
間
の
労
働
者
に
は
な
い
特
別
の
制
約
を
官
公
吏
に
課

す
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
制
約
を
受
け
る
職
員
の
範
囲
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
商

工
業
的
公
役
務
の
職
員
、
鉄
道
公
役
務
の
職
員
、

一
時
的
臨
時
的
に
公
役
務
に
協
力
す
る
雇
員
に
つ
い
て
は
、
国
家
に
よ
る
一
般
利
益
の
保

障
と
の
関
連
性
が
比
較
的
薄
く
、
こ
の
点
で
民
間
の
労
働
者
と
同
一
視
で
き
る
こ
と
か
ら
、
公
役
務
の
規
則
性
と
継
続
性
の
要
請
の
た
め
に

争
議
権
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
民
法
典
第
一
七
八

0
条
の
労
働
契
約
の
法
制
度
と
い
う
私
法
制
度
に
基
づ
く
契
約
関
係
に
あ
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こ
の
よ
う
に
、
ベ
ル
テ
ル
ミ
と
ネ
ザ
ー
ル
の
説
は
、
公
権
力
性
や
一
般
利
益
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
官
公
吏
を
法
令
規
律
関
係
に
あ
る
者

と
す
る
一
方
で
、
そ
う
で
は
な
い
官
公
吏
を
原
則
と
し
て
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
私
法
上
の
契
約
関
係
に
あ
る
者
と
し
て
考
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
者
の
官
公
吏
に
つ
い
て
は
、
官
公
吏
関
係
を
行
政
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
公
法
上
の
契
約
関

係
に
あ
る
と
す
る
前
記
の
公
法
契
約
関
係
説
の
官
公
吏
よ
り
も
、
民
間
の
労
働
者
に
近
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

な
お
、
官
公
吏
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
性
質
を
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
も
の
の
、
デ
ュ
ギ
に
よ
っ

て
、
契
約
関
係
の
官
公
吏
と
法
令
規
律
関
係
の
官
公
吏
と
の
区
別
説
に
分
類
さ
れ
、
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
論
者
と
し
て
、
レ
オ
ン
・

ミ
シ
ュ
ウ
、
並
び
に
、
ガ
プ
リ
エ
ル
・
ボ
ー
ド
リ
11

ラ
カ
ン
テ
ィ
ネ
リ
と
ル
イ
・
バ
ル
ド
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ミ
シ
ュ
ウ
は
、
法
人
理
論
の
観
点
か
ら
、
官
公
吏
を
、
法
人
の
一
部
で
あ
る
機
関

(organe)

と
、
そ
の
機
関
を
使
用
者
と
し
、
そ
の
機

(90) 

関
の
た
め
に
行
為
を
す
る
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
被
用
者

(
p
r
e
p
o
s
e
)

と
に
区
別
す
る
。
具
体
的
に
は
、
前
者
に
は
、
議
会
、
裁
判
所
、

行
政
機
関
等
と
い
っ
た
主
権
を
行
使
す
る
機
関
の
中
で
決
定
権
を
有
す
る
こ
と
か
ら
国
家
に
固
有
の
権
力
を
有
し
て
い
る
幹
部
職
員
等
が
該

(91) 

当
し
、
後
者
に
は
、
こ
う
し
た
国
家
に
固
有
の
権
力
を
有
し
て
い
な
い
職
員
や
技
官
等
が
該
当
す
る
。
こ
う
し
た
説
に
つ
き
、
デ
ュ
ギ
は
、(92) 

後
者
の
被
用
者
と
し
て
の
官
公
吏
と
国
家
と
の
関
係
が
労
働
契
約
関
係
や
委
任
契
約
関
係
と
い
っ
た
主
観
法
関
係
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

ポ
ー
ド
リ
11

ラ
カ
ン
テ
ィ
ネ
リ
と
バ
ル
ド
は
、
両
者
に
よ
る
共
著
の
中
で
、
労
働
契
約
の
存
在
を
前
提
と
し
た
民
法
典
第
ニ
二
八
四
条
の

使
用
者
責
任
を
国
家
に
も
課
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
論
点
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
際
に
、
加
害
行
為
の
権
力
性
に
着
目
し
て
、

そ
の
適
用
の
可
否
を
区
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
公
権
力
を
行
使
す
る
行
為
に
由
来
す
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
国
家
が
公
法
人
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
使
用
者
性
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
用
が
否
定
さ
れ
、
管
理
行
為
に
由
来
す
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
国
家
が
私
法
人
で
あ

(93) 

る
た
め
に
使
用
者
性
を
肯
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
用
が
及
ぶ
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
説
に
対
し
、
デ
ュ
ギ
は
、
管
理
行
為
で

(94) 

の
官
公
吏
と
行
政
当
局
と
の
関
係
が
契
約
関
係
と
い
う
主
観
法
関
係
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(89) 

る
者
と
す
る
の
で
あ
る
。
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な
お
、
前
記
の
ド
・
ロ
ベ
ー
ル
・
ラ
フ
レ
ジ
ェ
ー
ル
判
決
も
、
職
員
の
従
事
す
る
職
務
の
性
質
に
着
目
し
、
民
間
労
働
者
と
の
比
較
も
踏

ま
え
て
法
令
規
律
関
係
に
あ
る
職
員
の
範
囲
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
上
で
検
討
し
た
契
約
関
係
の
官
公
吏
と
法
令
規
律
関
係
の
官

公
吏
と
を
区
別
す
る
各
学
説
に
近
い
思
考
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
学
説
は
、

あ
く
ま
で
も
官
公
吏
と
い
う
概
念
の
中
で
、
行
政
当
局
と
契
約
関
係
に
あ
る
者
と
法
令
規
律
関
係
に
あ
る
者
と
い
う
二
つ
の
類
型
を
区
別
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
判
決
は
、
公
役
務
に
属
す
る
職
員
を
、
官
公
吏
と
、
官
公
吏
で
は
な
い
私
法
上
の
職
員
と
に
区
別
し

た
う
え
で
、
後
者
を
法
令
規
律
関
係
か
ら
外
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
官
公
吏
の
中
に
法
令
規
律
関
係
か
ら
外
れ
る
者
が
い
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
は
以
上
の
契
約
関
係
の
官
公
吏
と
法
令
規
律
関
係
の
官
公
吏
と
を
区
別
す
る
説
と
は
異
な

る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、

(
9
)

第
三
共
和
政
期
よ
り
前
の
官
公
吏
制
度
史
を
概
観
し
、
当
時
の
法
学
に
お
け
る
官
公
吏
関
係
論
の
不
在
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
第
三
共
和
政
期
に
お
け
る
官
公
吏
関
係
論

に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
晴
山
一
穂
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
官
吏
関
係
論
の
検
討
1

学
説
に
お
け
る
官
吏
関
係
論
の
発
生
ー
（
一
）
（
ニ
・
完
）
」
法
学
論
叢

九
七
巻
五
号
(
-
九
七
五
年
）
八
一
頁
以
下
、
九
八
巻
三
号
五
一
頁
以
下
。
こ
の
論
文
の
中
で
は
、
第
三
共
和
政
期
よ
り
前
に
官
公
吏
関
係
論
が
存
在
し
な
か
っ
た
理
由
に

つ
き
、
一
方
で
法
的
に
は
、
成
文
法
で
官
公
吏
の
権
利
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
裁
判
制
度
も
確
立
す
る
途
上
に
あ
り
、
ま
た
、
官
公
吏
が
公
権
力
か
ら
独
立

し
た
主
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
、
他
方
で
実
際
に
は
、
官
公
吏
に
特
権
的
か
つ
安
定
的
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
官
公
吏
関
係
を

検
討
す
る
条
件
が
整
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
九
七
巻
五
号
九
一
頁
以
下
）
。
ま
た
、
当
時
の
行
政
法
学
は
、
注
釈
学
派
の
影
響
か
ら
専
ら
法
文
を

注
釈
す
る
こ
と
に
主
た
る
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
官
公
吏
関
係
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
九
七
巻
五
号
九

六
頁
以
下
）
。

(10)

こ
う
し
た
時
代
を
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
」
と
名
付
け
た
う
え
で
当
時
の
中
央
集
権
型
国
家
体
制
で
の
公
務
員
制
度
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
長
谷
川
正
安
「
フ
ラ
ン
ス

公
務
員
制
」
辻
清
明
（
編
）
「
公
務
貝
制
度
」
（
勁
草
書
房
、
一
九
五
六
年
）
三
一
五
頁
以
下
。

(11)

晴
山
・
前
掲
注

(
9
)
九
八
巻
三
号
五
五
頁
以
下
。

(12)

マ
ル
セ
イ
ユ
市
の
行
政
区
長

(chef
d
e
 division 
a
 la 
m
a
i
r
i
e
 
d
e
 Marseille)

へ
の
罷
免
行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
管
轄
が
問
題
と
な
っ
た

Trib.
d
e
 

M
閂
seille,
2
 
a
o
u
t
 1
8
7
8
,
 
B
o
v
i
s
 et autres c. 
Ville 
d
e
 M
 ヽ̀
seille疇

S.
1
8
7
9
,
 
II, 
p. 7
8
 et 
s. ｀
 
D. 1
8
7
9
,
 
II, 
p. 1
6
2
 
et 
s. 
同
右
五
六
頁
。

(13) 
T.C. `

 
2
7
 dee. 1
8
7
9
,
 
G
u
i
d
e
t
 C. 
Ville 
d
ゞ
i
u
廷
n,
S. 1
8
8
1
,
 

III, p. 3
6
 et 
s., 
concl. 
d
e
 Cazalens. Ii!!'. 七
3
下
や
七
百
(

2

以
下
'
。
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ギ
デ
判
決
は
、
オ
タ
ン
市
の
道
路
管
理
技
師
（
日
chite
g
 
e-voyer)
で
あ
っ
た
ギ
デ
が
市
に
よ
る
罷
免
行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
い
う
事
案
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
権
限
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
市
長
に
よ
る
任
命
が
「
市
長
の
行
政
上
の
行
為
」
で
あ
り
、
こ
う
し
た
任
命
が
「
市
長
と
ギ
デ
氏
と
の
間
で
両
者
の
提
案
し
た
勤

務
条
件
に
関
す
る
交
渉
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
関
し
て
最
終
的
に
合
意
が
交
わ
さ
れ
た
後
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
当
該
任
命
行
為
が

行
政
的
性
格
を
失
い
、
一
般
法
に
属
す
る
労
働
契
約
と
し
て
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
」

(Cons.
2
)

と
し
て
、
市
町
村
の
官
公

吏
関
係
が
民
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
労
働
契
約
で
あ
る
と
す
べ
き
こ
と
を
否
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
「
市
長
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
与
え
ら
れ
た
職
か
ら
ギ
デ
氏

を
罷
免
す
る
こ
と
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
専
ら
自
ら
の
行
政
権
限
に
含
ま
れ
る
行
為
を
し
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
行
為
の
審
理
は
民
刑
事
裁
判
所
に
は
帰
属
し
得
な
い
で

あ
ろ
う
」

(Cons.
3
)

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
職
員
で
あ
る
ギ
デ
の
罷
免
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
管
轄
が
民
刑
事
裁
判
所
に
帰
属
す
る
こ
と
を
否
定
し
た

の
で
あ
る
。

(14)

カ
ザ
ラ
ン
論
告
の
中
で
官
公
吏
関
係
を
検
討
し
た
箇
所
を
以
下
に
引
用
す
る

(cg要
g
s. 
Concl. 
d
e
 sous T.C., 
Guidet, 
op. 
cit., 
p. 3
7
.
 
同
右
五
八
頁
）
。

「
任
命
は
、
官
公
吏
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
被
用
者
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
真
の
双
務
契
約
の
存
在
を
含
意
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ギ
デ
氏
と
オ
タ
ン

市
と
の
間
で
…
…
真
の
双
務
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
市
町
村
で
道
路
管
理
技
士
等
の
職
員
と
市
町
村
当
局
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
契

約
が
一
般
法
の
契
約
、
す
な
わ
ち
、
民
法
典
の
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い
る
労
働
契
約
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
い
。
…
…
こ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
合
意

(
8n
v
 g
 
tion)
は、

当
事
者
の
双
方
の
側
に
と
り
行
政
的
な
合
意
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
市
長
の
側
か
ら
は
、
…
…
市
の
公
役
務
の
遂
行
の
観
点
か
ら
契
約
に
規
定
を
置
く
の
で
あ
る
だ
け
で

は
な
く
、
被
用
者
の
側
か
ら
は
、
そ
の
同
じ
公
役
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ギ
デ
氏
は
、
任
命
の
前
に
行
な
わ
れ
た
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
交
渉
の

中
で
な
さ
れ
た
要
求
を
行
政
当
局
に
よ
り
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
命
令
と
慣
習
が
市
町
村
の
全
て
の
被
用
者
に
課
す
従
属
と
精
勤
の
条
件
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
法
的
に
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
も
、
ギ
デ
氏
の
地
位
は
、
一
般
法
の
契
約
に
よ
り
私
人
と
結
び
つ
く
被
用
者
の
地
位
と
一
切
の
類
似
点
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
ギ
デ
氏
を
罷
免
し
た
ア
レ
テ
は
ま
さ
し
く
行
政
行
為
の
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
。

(15) 
C.E., 7
 avr. 
1909, Winkell, Rec., p. 
826 et s., 
S., 
1909. 3.
 
p. 
144 et s
 
.. 
note d
e
 M
a
u
r
i
c
e
 Hauriou. R
D
P
,
 1909, p. 
494 et s., 
concl. d
e
 Tardieu, note d
e
 

G
器
t
o
n
Jeze. 
こ
の
判
例
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、
山
本
桂
一
「
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
に
お
け
る
各
種
法
律
の
諸
相
」
山
本
桂
一
（
編
）
「
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
の

研
究
」
（
有
信
堂
、
一
九
六
六
年
）
五
三
三
頁
以
下
、
兼
子
・
前
掲
注

(
2
)
二
八

0
頁
、
長
谷
部
恭
男
「
非
常
事
態
の
法
理
に
関
す
る
覚
書
」
小
早
川
光
郎
先
生
古
稀
記
念

「
現
代
行
政
法
の
構
造
と
展
開
」
（
有
斐
閣
、
二

0
一
六
年
）
九

0
四
，
九
〇
七
頁
。

(16)

一
九

0
五
年
四
月
二
二
日
法
律
第
六
五
条
「
全
て
の
文
武
官
公
吏
、
並
び
に
、
全
て
の
当
局
の
全
て
の
雇
員
及
び
労
務
員
は
、
懲
戒
処
分
又
は
配
置
転
換
処
分
の
対
象
と

な
る
前
に
、
あ
る
い
は
、
勤
続
年
数
に
よ
る
昇
進
を
延
伸
さ
れ
る
前
に
、
全
て
の
勤
務
評
定
書
や
個
人
の
特
徴
を
記
し
た
書
類
、
及
び
、
そ
の
他
人
事
記
録
を
構
成
す
る
全

て
の
書
類
を
、
個
人
的
か
つ
秘
密
裏
に
閲
覧
す
る
こ
と
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
」
。

(17)

こ
う
し
た
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
の
概
要
と
そ
の
成
立
ま
で
の
経
緯
に
つ
き
、
須
貝
脩
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
官
吏
制
度
」
蝋
山
政
道
ほ
か
「
各
國
官
吏
制
度
の
研
究
」

（
プ
レ
プ
ス
社
、
一
九
四
八
年
）
一
七
九
頁
、
下
井
康
史
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
務
員
の
不
利
益
処
分
手
続
ー
ー
・
人
事
記
録
閲
覧
手
続
か
ら
防
御
権
の
法
理
ヘ
ー



51—フランス公務員参加法における基本原理（一）

（
一
）
（
二
）
」
北
大
法
学
論
集
五
四
巻
一
号
（
二

0
0
三
年
）
一
頁
以
下
、
四
号
一
頁
以
下
。

ま
た
、
こ
の
手
続
に
つ
き
、
第
三
共
和
政
期
に
急
増
し
た
非
幹
部
公
務
員
を
中
心
と
し
た
公
務
員
に
よ
る
要
求
の
成
果
の
一
っ
と
さ
れ
て
い
る
科
学
的
人
事
行
政
の
進
展

の
一
環
と
し
て
、
公
務
員
法
の
発
展
の
例
の
―
つ
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
長
谷
川
・
前
掲
注
(10)
三
三
一
頁
。

な
お
、
こ
の
手
統
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
対
応
す
る
た
め
に
、
一
九
一
四
年
九
月
一

0
日
デ
ク
レ
に
よ
り
、
そ
の
適
用
が
停
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
エ
イ
リ
エ
ス
判
決

(C.E., 
2
8
 juin 
1918. 
Heyries)

で
、
そ
の
デ
ク
レ
に
よ
る
停
止
の
違
法
性
が
争
わ
れ
た
。
こ
の
判
決
で
は
、
戦
時
中
と
い
う
非
常
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
停

止
に
つ
い
て
違
法
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
非
常
事
態
の
法
理
を
検
討
す
る
中
で
こ
の
判
決
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
長
谷
部
・
前
掲
注
(15)
九
0
二
，
九
0
四
頁
、

小
島
慎
司
「
非
常
事
態
の
法
理
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
ー
号
（
二

0
一
七
年
）
一
三
頁
以
下
。

(
1
8
)
T料
dieu,
Cenci. 
d
e
 s
o
u
s
 
C.E., 
Winkell, 0
 p. 
cit., 
p. 
4
9
5
 et 
s. 

(19) 
C.E., 
W
i
n
k
e
l
!、
op.
cit .. 
Cons. 1. 

(20) 
C.E., 2
6
 janv. 1923, d
e
 R
o
b
e
r
t
 Lafregeyre, R
D
P
,
 1923, p. 
2
3
7
 et s., 
concl. d
e
 M
.
 Rivet. 華
8

エJ
．
曲
印
翠

E吐
i
(
2
)
-
＿八

0
百
(N5
下＇、下
L
井
卓
示
中
4

「^
会符
g
碗
釧
5定なの

射
程
ー
フ
ラ
ン
ス
公
役
務
理
論
と
官
吏
概
念
ー
」
川
上
宏
二
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
情
報
社
会
の
公
法
学
』
（
信
山
社
、
二

0
―
二
年
）
六
九
頁
以
下
。

(21) 
C.E., 
1
9
 nov. 1924, 
Quilichini, 
Rec., 1924, 
p. 
9
0
8
 et 
s. 
寧
〖
室
{
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
o

す
な
ゎ
ち
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
無
給
休
暇
中
で
あ
つ
た
植
民
地
歩
兵
隊
主
任

曹
長
が
、
当
該
無
給
休
暇
の
終
了
に
伴
い
職
業
年
金
を
清
算
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
す
る
当
局
と
の
合
意
を
無
視
し
、
無
給
休
暇
の
取
消
と
復
職
と
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
ら
の
請
求
に
対
し
、
合
意
を
無
視
し
た
こ
と
を
理
由
に
拒
否
す
る
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
決
定
に
対
し
て
越
権
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
コ
ン
セ
イ

ュ
・
デ
タ
は
、
こ
う
し
た
合
意
の
法
的
効
力
を
否
定
し
、
前
記
の
拒
否
決
定
を
取
り
消
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
例
を
確
認
し
た
う
え
で
、
官
公
吏
関
係
を
法
令
規
律
関
係

で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、

M
a
u
r
i
c
e
Hauriou, 
Precis 
d
e
 droit administratif et 
d
e
 droit public, 12• 

e
d
 .. 
Dalloz, 2
0
0
4
 (Sirey, 1933), 
p. 
739. 

(22) 
C
.
E
.
,
2
2
 0
 ct. 
1937, 
Minaire, 
R
D
P
,
 1938, 
p. 
1
2
1
 
et 
s., 
cone!. 
d
e
 L
a
g
r
a
n
g
e
,
 
n
o
t
e
 
d
e
 G
a
s
t
o
n
 Jeze. 

(
2
3
)
L母
円

gge, 
Concl. 
d
e
 s
o
u
s
 
C.E., 
Minaire, 
Ibid .. 
p
・
1
2
8
 ,
 

(24)C• 

E., 
6
 a
o
u
t
 
1910, 
Porte, 
Rec., 1910, 
p. 
722. 躍
辛
安
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
郵
政
事
務
職
員

(
c
o
m
m
i
s
d
e
s
 p
o
s
t
e
s
 et 
telegraphes)

で
あ
っ
た

ポ
ル
ト
が
、
争
議
行
為
へ
の
参
加
を
始
め
た
日
の
翌
日
に
役
務
に
復
帰
し
、
そ
の
復
帰
を
当
局
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
う
え
で
、
他
の
職
員
に
よ
る
争
議
行
為
が
継
続
し
て
い

る
状
況
で
役
務
を
保
障
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
日
付
で
郵
政
副
大
臣
補
佐
官
に
よ
っ
て
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
を
経
ず
に
罷
免
さ
れ
、
そ
の

翌
日
に
そ
の
罷
免
処
分
を
通
知
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
罷
免
処
分
に
対
し
て
越
権
訴
訟
を
提
起
し
た
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
も
は
や
本
件
の
職
員
を
争
議
行
為

に
参
加
し
た
職
員
の
中
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
も
は
や
本
件
の
罷
免
処
分
を
、
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
を
経
る
こ
と
な
く
適
法
に
実
行

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
、
こ
う
し
た
手
続
を
経
な
い
本
件
罷
免
処
分
を
取
り
消
し
た
の
で
あ
る
。

(25) 
C
.
E
 .. 
6
 a
o
u
t
 1910, Flandrin, Rec., 
1910, 
p. 
7
2
2
 et s. 
寧
〖
亜
｛
げ
E
N
5下
＇
の
温i
hノ
で
本
ッ
る
。
す
よ
な
わ
ち
、
電
話
か
〈
換
手

J
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
が
、
争
議
行
為
の
始
ま

っ
た
日
の
翌
日
に
役
務
に
就
こ
う
と
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
事
業
所
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
う
え
で
、
そ
の
日
付
で
郵
政
副
大
臣
補
佐
官
か
ら
、
デ
ク
レ
で
保
障
さ
れ
て
い
た
懲
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戒
審
議
会
へ
の
諮
問
の
手
続
を
経
ず
、
前
記
の
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
を
経
る
こ
と
も
な
く
罷
免
処
分
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
罷
免
処
分
に
対
す
る
越
権
訴
訟

を
提
起
し
た
。
使
用
者
側
は
、
彼
女
が
や
が
て
は
役
務
を
離
脱
し
、
争
議
行
為
に
参
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
た
こ
と
、
及
び
、
彼
女
が
強
制
さ
れ
て
い
な
い
に
も

拘
わ
ら
ず
帰
宅
し
た
こ
と
か
ら
争
議
行
為
参
加
者
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
を
処
分
の
根
拠
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
彼
女
が

争
議
行
為
に
参
加
し
た
と
い
う
明
確
な
事
実
を
確
認
で
き
る
記
録
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
彼
女
を
争
議
行
為
参
加
者
と
み
な
し
た
う
え
で
前
記
の
手
続
を
経
ず
に
行
な
っ

た
本
件
罷
免
処
分
を
取
り
消
し
た
の
で
あ
る
。

(26) 
C.E., 1
 m
a
r
s
 1
9
1
2
,
 
Courtade, Rec,, 1
9
1
2
,
 
p. 3
0
5
.
 軍
H
安
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
郵
政
事
務
職
員
で
あ
っ
た
ク
ル
タ
ド
は
、
他
の
職
員
に
よ
る
争
議
行

為
が
行
わ
れ
て
い
た
と
き
に
、
早
退
の
許
可
申
請
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
早
退
し
、
当
日
中
に
役
務
に
復
帰
し
た
も
の
の
、
翌
日
に
郵
政
副
大
臣
補
佐
官
に

よ
っ
て
人
事
記
録
閲
覧
請
求
手
続
を
経
ず
に
罷
免
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
罷
免
処
分
に
対
し
て
越
権
訴
訟
を
提
起
し
た
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
彼
が
規
律
違
反

を
犯
し
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
彼
を
争
議
行
為
に
参
加
し
た
者
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
し
た
が
っ
て
、
前
記
の
手
続
を
経
ず
に
行
な
わ
れ
た
本
件
罷
免
処
分

を
取
り
消
し
た
の
で
あ
る
。

(27) 
L
a
g
r
a
n
g
e
,
 
Concl. 
d
e
 s
o
u
s
 
C
.
E
 .. 
Minaire, 
op. 
cit .. 
p. 
130. 

(28) 
Ibid. 

(29) 
Ibid., 
p. 1
3
3
.
 

(30) 
C.E., 
Winkell, 
op. 
cit, 
cons. 1. 

(31) 
C.E., 
Minaire, 
op. 
cit., 
cons. 5
.
 

(32) 
Ibid., 
cons. 8
.
 

(33) 
Ibid. 

(34) 
C. 
C
a
s
s
 .. 
1
9
 juin 
1
9
5
1
.
 
D
r
o
i
t
 social, 1
9
5
1
,
 
p. 5
3
2
.
 
中
＇
紺
品
庭
男
「
対
は
歪
惟
法
理
の
形
成
」
（
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
）
ニ
ニ
八
頁
以
下
。

(35) 
Jeze, 
N
o
t
e
 d
e
 s
o
u
s
 
C
.
E
 .. 
Minaire, 0
 p. 
cit, 
p. 1
2
6
.
 

(36)

そ
の
一
方
で
、
公
権
力
無
答
責
原
理
の
適
用
を
回
避
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
第
三
共
和
政
期
当
初
の
民
刑
事
裁
判
所
に
お
け
る
前
記
の
判
例
と
同
様
に
市
町

村
と
そ
の
戦
貝
と
の
関
係
に
限
り
、
ま
た
は
、
国
と
そ
の
職
員
と
の
関
係
も
含
め
、
官
公
吏
関
係
を
私
法
上
の
労
働
契
約
に
よ
る
も
の
と
す
る
説
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
説
の
中
に
は
、
任
命
の
場
面
で
は
官
公
吏
に
よ
る
そ
の
受
諾
の
意
思
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
を
説
明
す
る
た
め
に
契
約
と
い
う
概
念
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
と
す

る
点
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
記
の
と
お
り
、
公
法
契
約
関
係
説
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
に
つ
き
、
晴
山
・
前
掲
注

(9)
九
八
巻
三

号
六
六
頁
以
下
。

(37) 
R
o
d
o
l
p
h
e
 Dareste, 
L
a
 justice 
administrative 
e
n
 F
r
a
n
c
e
,
 2," 
ed., 
L. 
Larose, 1
8
9
8
,
 
p. 3
8
8
.
 
同
干
竺
ハ
八
頁
。

(38) 
E
u
g
e
n
e
 Perriquet. Contrats d
e
 l'Etat :
 concessions d
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d
e
 propriete c
o
n
c
e
s
急
n
s
su1、
les
cours d
'
e
a
u
 f
o
u
r
n
苗
res
et 1narches、
pensions,
etc., 
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M
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l
 et 
Billard, 
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n
°
2
3
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右
六
九
頁
。

(39) 
Ibid., 
n
 
0
 
482. 同
右
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(40)
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n
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9
0
9
.
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右
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(41)
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d
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同
右
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(42)

百
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n
°
5
0
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右
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r
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d
e
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et 
d
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s. 
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p. 
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 et 
s. 
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p. 
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 et 
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6
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id,
p. 
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契
約
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、
浜
川
清
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
一
般
理
論
の
成
立
(
-
)
」
民
商
法
雑
誌
六
九
巻
六
号
(
-
九
七
四
年
）
五
六
頁
以
下
。

(
4
9
)
L券
erriere,
0
 p. 
cit., 
p. 
604. 

(
5
0
)
D
g
 este, 
op. 
cit, 
p. 
388. 晴
山
・
前
掲
注

(
9
)
九
八
巻
三
号
七
0
頁。

(51) 
Perriquet, 
0p, 
cit., 
n
°
9
0
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同
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仁
°

(52)

こ
こ
で
の
法
律
に
は
行
政
命
令
等
も
含
ま
れ
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こ
と
を
指
摘
す
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も
の
と
し
て
、
同
右
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八
頁
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5
3
)
L低
erriere,
op. 
cit., 
p. 
6
1
9
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(54) 
Ibid. `
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6
1
9
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s. 

(55)

晴
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掲
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9
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e
 droit c
o
 g
u
g
忠
nnel,3• 

ed., 
t
 3, 
A
L
F
.
 &
 
ci•. 

1930, p. 
1
0
3
 et s
 ,
 :
 Le
o
n
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e
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E
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Boccard, 1926. 
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本
・
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掲
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五
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頁
、
兼
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前
掲
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2
）
二
八
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頁
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デ
ュ
ギ
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者
の
書
籍
の
該
当
箇
所
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邦
訳
と
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、
レ
オ
ン
・
デ

ュ
ギ
ー
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赤
坂
幸
一
，
曽
我
部
真
裕
（
訳
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）
「
レ
オ
ン
・
デ
ュ
ギ
ー
「
一
般
公
法
講
義
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(
一
九
二
六
年
）
（
五
）
」
金
沢
法
学
四
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巻
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号
（
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年
）
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頁
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e
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1
0
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役
務
法
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よ
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規
律
さ
れ
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こ
と
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令
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律
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げ
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い
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と
し
て
、
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 D
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o
i
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訳
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デ
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。
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u
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e
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 176. 
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司
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(60)

法
律
に
は
違
反
し
な
い
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の
役
務
と
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関
係
の
な
い
理
由
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行
な
わ
れ
た
罷
免
に
つ
き
、
権
限
濫
用
を
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取
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消
す
こ
と
を
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め
る
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と
し
て
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L
e
o
n

D
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E
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les
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e
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b
e
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t
 F
o
n
t
e
m
o
i
n
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9
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7
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 57
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ま
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し
た
罷
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い
て
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損
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求
の
認
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成
文
法
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づ
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さ
れ
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っ
た
の
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指
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す
る
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と
し
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 d
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デ
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デ
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ー
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d
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し
て
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デ
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赤
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曽
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（
訳
）
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掲
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1
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九
六
頁
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下
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(64) 
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u
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it,
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e
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p. 2
2
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1
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邦
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し
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右
一
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(65) 
D
u
唇
it.
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e
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月
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0
p. 
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p. 
1
0
3
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(66) 
H
a
u
r
i
o
u
,
 Precis 
d
e
 droit a
d
m
i
君
tratif
et 
d
e
 droit public
、
op.
cit, 
p. 7
3
6
 et 
s. 山
本
・
前
掲
注
(15)
五
三
八
頁
、
兼
子
・
前
掲
注
(
2
)
二
八

0
頁。

(67) 
Ibid .. 
p. 7
3
7
.
 

(
6
8
)
L低
erriere,
op. 
cit, 
p. 6
1
9
.
 

(69) 
H
a
u
r
i
o
u
.
 Precis 
d
e
 droit a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
r
i
f
 et 
d
e
 droit public, 
0
 p. 
cit., 
p. 7
3
9
.
 

(70) Hauriou• 

N
o
t
e
 d
e
 s
o
u
s
 
C.E., 
Winkel/, 
0
 p. 
cit, 
pp. 1
4
6ー

1
4
7
.

山
士
↑
・
曲
則
埠
~
＂
庄

(
1
5
)
五
四
六
＇
五
四
七
頁
。

(71)

と
は
い
え
、
デ
ュ
ギ
は
、
こ
う
し
た
オ
ー
リ
ウ
に
よ
る
ワ
ン
ケ
ル
判
決
の
評
釈
に
対
し
て
一
定
の
理
解
を
示
し
、
オ
ー
リ
ウ
と
同
じ
く
国
家
の
本
質
的
要
素
に
あ
た
る
公

役
務
を
中
断
す
る
こ
と
が
国
家
の
存
立
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
の
、
法
令
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
「
境
界
線
を
引
く
こ
と
、
及
び
、

法
律
の
適
用
が
国
家
の
存
立
に
関
す
る
基
本
条
件
と
矛
盾
す
る
と
ぎ
に
法
律
を
適
用
し
な
い
権
利
を
裁
判
所
が
有
す
る
で
あ
ろ
う
と
原
則
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
、
困
難

で
あ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
は
、
専
断
性
へ
の
扉
を
開
き
、
実
際
に
も
、
専
ら
国
家
理
性

(
r
Bs
o
n
 d'Etat)

と
い
う
王
権
的
な
概
念

に
立
ち
戻
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
危
惧
を
抱
い
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
オ
ー
リ
ウ
の
説
を
認
め
る
こ
と
は
「
私
を
た
め
ら
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
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と
評
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す
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の
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あ
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唇
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e
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0p. 
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 d
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 d
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 d
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 d
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頁
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0
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N
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e
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e
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C
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E
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ell,
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p.
502. 

(74)

可
変
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の
法
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を
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め
た
ロ
ラ
ン
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法
則
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き
、

L
o
u
i
s
Rolland, 
P
r
e
c
i
s
 
d
e
 d
r
o
i
t
 administratiJ, 1
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e
d
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Dalloz, 1953, 
p
・
1
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 e
t
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(75) 
Ibid 

•• 

p. 
19. 
ロ
ラ
ン
は
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既
に
第
三
共
和
政
期
に
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公
役
務
の
性
質
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
官
公
吏
関
係
に
つ
い
て
同
じ
内
容
の
指
摘
を
し
て
い
る

(Ibid.,
1
 er ed., 

1926, 
p. 
13.)
。
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晴
山
・
前
掲
注
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九
八
巻
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号
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一
頁
、
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0
頁
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ま
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前
掲
注
（
36
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の
と
お
り
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私
法
契
約
関
係
説
の
中
に
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任
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受
諾
の
意
思
の
存
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を
説
明
す
る
た

め
に
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約
と
い
う
概
念
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
点
を
確
認
で
き
る
。
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L
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 d
e
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。
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p
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Ibid., 
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Ibid., 
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p
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・
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。
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 d
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(93) 
G
a
b
r
i
e
l
 B
a
u
d
r
y
'
L
a
c
a
n
t
i
n
e
r
i
e
 e
t
 L
o
u
i
s
 B
a
r
d
e
,
 
T
r
a
i
t
e
 t
h
e
o
r
i
q
u
e
 et p
r
a
t
i
q
u
e
 d
e
 d
r
o
i
t
 civil ,
 

• 

D
e
s
 obligations, 3
°
e
d
・
・
t
.
 14, 
L. 
L
a
i
 ｀
 

ose, 1908, p. 
6
2
8
 e
t
 s. 

(94) 
D
u
g
u
i
t
,
 
T
r
a
i
t
e
 d
e
 d
r
o
i
t
 constitutionnel, 
op. 
cit., 
t. 
3, 
p. 
116. 


	20190621141134_ページ_02_1L
	20190621141134_ページ_02_2R
	20190621141134_ページ_03_1L
	20190621141134_ページ_03_2R
	20190621141134_ページ_04_1L
	20190621141134_ページ_04_2R
	20190621141134_ページ_05_1L
	20190621141134_ページ_05_2R
	20190621141134_ページ_06_1L
	20190621141134_ページ_06_2R
	20190621141134_ページ_07_1L
	20190621141134_ページ_07_2R
	20190621141134_ページ_08_1L
	20190621141134_ページ_08_2R
	20190621141134_ページ_09_1L
	20190621141134_ページ_09_2R
	20190621141134_ページ_10_1L
	20190621141134_ページ_10_2R
	20190621141134_ページ_11_1L
	20190621141134_ページ_11_2R
	20190621141134_ページ_12_1L
	20190621141134_ページ_12_2R
	20190621141134_ページ_13_1L
	20190621141134_ページ_13_2R
	20190621141134_ページ_14_1L
	20190621141134_ページ_14_2R
	20190621141134_ページ_15_1L
	20190621141134_ページ_15_2R
	20190621141134_ページ_16_1L
	20190621141134_ページ_16_2R

